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歳入 歳出 

一 般 会 計 特別会計 

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳入歳出差引

翌年度繰越財源

実質収支
（翌年度純繰越金）

123億8,003万円

117億4,941万円

6億3,062万円

2,437万円

6億   625万円

103億7,983万円

27億2,099万円

平成23年度 普通会計

後期高齢者医療 介護保険 住宅新築資金等貸付事業国民健康保険H23決算額

123億8,181万円

117億9,235万円

5億8,946万円

5,749万円

5億3,196万円

110億2,721万円

27億7,386万円

△ 178万円

△ 4,294万円

4,116万円

△ 3,312万円

7,429万円

△ 6億4,738万円

△ 5,287万円

△ 0.0

△ 0.4

7.0

△ 57.6

14.0

△ 5.9

△ 1.9

H22決算額 増減額 増減率(%)

117億4,942万円 123億8,324万円

決　算 報　告 

　
平
成
23
年
度
の
決
算
が
、
平
成
24
年
９
月
定
例
議

会
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
９
月
25
日
の
本
会
議
に
お

い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
は
、
「
第
４
次
粕
屋
町
総
合
計
画
」

後
期
基
本
計
画
の
初
年
次
で
あ
り
、
継
続
事
業
の
都

市
計
画
道
路
千
代
・
粕
屋
線
街
路
建
設
事
業
、
阿
恵

大
池
公
園
整
備
事
業
２
期
工
事
、
粕
屋
東
中
学
校
第

７
期
大
規
模
改
造
工
事
、
粕
屋
中
央
小
学
校
校
舎
増

築
工
事
及
び
学
校
耐
震
化
工
事
な
ど
安
全
安
心
で
住

み
や
す
い
環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
出
生

率
が
県
下
で
１
番
高
く
子
育
て
世
代
が
多
い
た
め
、

妊
婦
健
診
補
助
、
乳
幼
児
健
診
や
乳
幼
児
家
庭
全
戸

訪
問
を
行
う
な
ど
母
子
保
健
事
業
の
充
実
を
図
り
、

民
設
認
可
保
育
所
の
新
設
に
着
手
し
待
機
児
童
解
消

の
対
策
を
進
め
る
な
ど
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
を

制
定
し
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
様
々
な
取
り
組
み
や

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
な
ど
の
人
的

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
23
年
度
決
算
の
財
務
書
類
を
新
地
方

公
会
計
（
基
準
モ
デ
ル
）
に
て
作
成
し
公
表
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

歳入総額 
歳出総額 
歳入歳出差引 

35億6,682万円

37億7,238万円

△2億　556万円

3億6,915万円

3億5,045万円

1,870万円

16億2,204万円

16億1,116万円

1,088万円

802万円

482万円

320万円

※国民健康保険特別会計の歳入歳出差引不足額は、翌年度繰上充用金を充てる。
※介護保険は、保険事業勘定と介護サービス勘定の合計

地方債残高

基金残高

117億4,941万円の主な使いみち

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

1億1,140万円(0.9%）
1,368万円(0.1%）
858万円(0.1%）
214万円(0.0%）

4億　266万円(3.3%）
2,536万円(0.2%）
5,400万円(0.4%）
1,230万円(0.1%）

自主財源
72億7,161万円
（58.7％）

自主財源
72億7,161万円
（58.7％）

町　税
58億3117万円
（47.1％）

町　税
58億3117万円
（47.1％）

繰入金
6,118万円
（0.5％）

繰入金
6,118万円
（0.5％）

その他
13億7,926万円
（11.1％）

その他
13億7,926万円
（11.1％）

歳　入 

町　債
8億4,512万円
（6.8％）

町　債
8億4,512万円
（6.8％）

国県支出金
22億6,158万円
（18.3％）

国県支出金
22億6,158万円
（18.3％）

地方交付税
13億7,482万円
（11.1％）

地方交付税
13億7,482万円
（11.1％）

その他
6億3,011万円
（5.1％）

その他
6億3,011万円
（5.1％）

依存財源
51億1,163万円
（41.3％）

依存財源
51億1,163万円
（41.3％）

その他
 26億5,856万円
（22.6％）

その他
 26億5,856万円
（22.6％）

消費的経費 
80億6,941万円
（68.7％）

消費的経費 
80億6,941万円
（68.7％）

人件費
16億9,361万円
（14.4％）

人件費
16億9,361万円
（14.4％）

物件費
20億7,169万円
（17.7％）

物件費
20億7,169万円
（17.7％）

補助費等
19億6,142万円
（16.7％）

補助費等
19億6,142万円
（16.7％）

扶助費
22億4,440万円
（19.1％）

扶助費
22億4,440万円
（19.1％）

維持補修費
9,829万円
（0.8％）

維持補修費
9,829万円
（0.8％）

投資及び出資金・貸付金　5,541万円(0.5%）
積立金　　　　　　　　　　577万円(0.0%）
投資及び出資金・貸付金　5,541万円(0.5%）
積立金　　　　　　　　　　577万円(0.0%）

普通建設事業費
10億2,145万円
（8.7％）

普通建設事業費
10億2,145万円
（8.7％）

歳　出 

公債費
16億6,073万円
（14.1％）

公債費
16億6,073万円
（14.1％）

繰出金
9億3,665万円
（8.0％）

繰出金
9億3,665万円
（8.0％）

投資的経費
10億2,145万円
（8.7％）

投資的経費
10億2,145万円
（8.7％）

粕屋中央小学校増築工事

現在整備中の阿恵大池公園

飲酒運転根絶町民集会

◆ 総務費
　  防犯対策費………………………………… 1,485万円
　  地域情報化推進事業費…………………… 1,691万円
　  電子自治体構築事業費……………… 1億3,466万円
◆ 民生費
　  介護保険特別会計への繰出金……… 2億6,901万円
　  国民健康保険会計への繰出金……… 3億3,025万円
　  後期高齢者医療会計への繰出金………… 7,588万円
　  後期高齢者医療療養給付費負担金… 2億6,274万円
　  子ども手当………………………… 11億3,953万円
　  障害児者福祉費……………………… 3億9,407万円
　  保育所運営費（町立3園、民営3園）
　　　　　　　　　　　　　  ………… 7億4,358万円
　  乳幼児医療費………………………… 1億5,231万円
◆ 衛生費
　  須恵町外二ヶ町清掃施設組合への負担金
　　　　　　　　　　　　　  ………… 6億 320万円
　  ごみ収集等委託料…………………… 2億7,521万円
◆ 農林水産業・商工費
　  農地治水費………………………………… 4,684万円
　  中小企業融資預託金……………………… 2,000万円
◆ 土木費
　  道路改良新設事業費……………… １億1,572万円
　  千代・粕屋線街路建設費………………… 7,875万円
　  交通安全施設整備事業費………………… 2,043万円
　  下水道事業特別会計への繰出金…… 6億3,200万円
　  駕与丁公園管理費………………………… 4,775万円
　  阿恵大池公園整備事業費…………… 1億1,583万円
◆ 消防費
　  粕屋南部消防組合への負担金……… 3億2,942万円
　  消防団等運営事務費……………………… 3,741万円
◆ 教育費
　  学童保育費………………………………… 3,852万円
　  粕屋中央小学校校舎増築工事費…… ２億1,725万円
　  粕屋東中学校大規模改造事業費………… 8,602万円
　  生涯学習センター運営費………………… 9,509万円
　  図書館運営費……………………………… 7,567万円
　  総合体育館運営……………………… 1億3,679万円
◆ 公債費
　  公債費……………………………… 16億6,073万円
◆ 諸支出金
　  財政調整基金積立金…………………………356万円

特定事業の歳入歳出を一般の会計と区別して個別に会計処理しています。

公営企業会計 

 

収益的収支 
 

資本的収支 

収入 
支出 
収入 
支出 

9億2,622万円
8億4,005万円

89万円
2億3,433万円

水道 
事業 

地方公営企業法に基づいて独立して事業を行っています。

資本的収入が資本的支出に不足する額2億3,344
万円は、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分
消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補填し
た。

 

収益的収支 
 

資本的収支 

収入 
支出 
収入 
支出 

10億1,078万円
10億8,451万円
9億1,846万円

10億2,968万円

流域関連 
公共下水道 

事業 

資本的収入が資本的支出に不足する額1億1,122万円
は、過年度分及び当年度分損益勘定留保資金、当年
度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補填
した。

※普通会計とは、一般会計と住宅新築資金等貸付事業特別会計
の合計です。

※普通会計内の繰入れ、繰出し（一般、住新）に係る決算額を
歳入及び歳出から除いています。

※表示単位未満は四捨五入のため合計が一致しない箇所があり
ます。

一 般 会 計

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄付金
繰越金
諸収入

1億8,209万円（1.5%）
3億6,860万円（3.0%）

1,312万円（0.1%）
58万円（0.0%）

5億9,179万円（4.7%）
2億2,308万円（1.8%）
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歳入 歳出 

一 般 会 計 特別会計 

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳入歳出差引

翌年度繰越財源

実質収支
（翌年度純繰越金）

123億8,003万円

117億4,941万円

6億3,062万円

2,437万円

6億   625万円

103億7,983万円

27億2,099万円

平成23年度 普通会計

後期高齢者医療 介護保険 住宅新築資金等貸付事業国民健康保険H23決算額

123億8,181万円

117億9,235万円

5億8,946万円

5,749万円

5億3,196万円

110億2,721万円

27億7,386万円

△ 178万円

△ 4,294万円

4,116万円

△ 3,312万円

7,429万円

△ 6億4,738万円

△ 5,287万円

△ 0.0

△ 0.4

7.0

△ 57.6

14.0

△ 5.9

△ 1.9

H22決算額 増減額 増減率(%)

117億4,942万円 123億8,324万円

決　算 報　告 

　
平
成
23
年
度
の
決
算
が
、
平
成
24
年
９
月
定
例
議

会
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
９
月
25
日
の
本
会
議
に
お

い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
は
、
「
第
４
次
粕
屋
町
総
合
計
画
」

後
期
基
本
計
画
の
初
年
次
で
あ
り
、
継
続
事
業
の
都

市
計
画
道
路
千
代
・
粕
屋
線
街
路
建
設
事
業
、
阿
恵

大
池
公
園
整
備
事
業
２
期
工
事
、
粕
屋
東
中
学
校
第

７
期
大
規
模
改
造
工
事
、
粕
屋
中
央
小
学
校
校
舎
増

築
工
事
及
び
学
校
耐
震
化
工
事
な
ど
安
全
安
心
で
住

み
や
す
い
環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
出
生

率
が
県
下
で
１
番
高
く
子
育
て
世
代
が
多
い
た
め
、

妊
婦
健
診
補
助
、
乳
幼
児
健
診
や
乳
幼
児
家
庭
全
戸

訪
問
を
行
う
な
ど
母
子
保
健
事
業
の
充
実
を
図
り
、

民
設
認
可
保
育
所
の
新
設
に
着
手
し
待
機
児
童
解
消

の
対
策
を
進
め
る
な
ど
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
を

制
定
し
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
様
々
な
取
り
組
み
や

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
な
ど
の
人
的

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
23
年
度
決
算
の
財
務
書
類
を
新
地
方

公
会
計
（
基
準
モ
デ
ル
）
に
て
作
成
し
公
表
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

歳入総額 
歳出総額 
歳入歳出差引 

35億6,682万円

37億7,238万円

△2億　556万円

3億6,915万円

3億5,045万円

1,870万円

16億2,204万円

16億1,116万円

1,088万円

802万円

482万円

320万円

※国民健康保険特別会計の歳入歳出差引不足額は、翌年度繰上充用金を充てる。
※介護保険は、保険事業勘定と介護サービス勘定の合計

地方債残高

基金残高

117億4,941万円の主な使いみち

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

1億1,140万円(0.9%）
1,368万円(0.1%）
858万円(0.1%）
214万円(0.0%）

4億　266万円(3.3%）
2,536万円(0.2%）
5,400万円(0.4%）
1,230万円(0.1%）

自主財源
72億7,161万円
（58.7％）

自主財源
72億7,161万円
（58.7％）

町　税
58億3117万円
（47.1％）

町　税
58億3117万円
（47.1％）

繰入金
6,118万円
（0.5％）

繰入金
6,118万円
（0.5％）

その他
13億7,926万円
（11.1％）

その他
13億7,926万円
（11.1％）

歳　入 

町　債
8億4,512万円
（6.8％）

町　債
8億4,512万円
（6.8％）

国県支出金
22億6,158万円
（18.3％）

国県支出金
22億6,158万円
（18.3％）

地方交付税
13億7,482万円
（11.1％）

地方交付税
13億7,482万円
（11.1％）

その他
6億3,011万円
（5.1％）

その他
6億3,011万円
（5.1％）

依存財源
51億1,163万円
（41.3％）

依存財源
51億1,163万円
（41.3％）

その他
 26億5,856万円
（22.6％）

その他
 26億5,856万円
（22.6％）

消費的経費 
80億6,941万円
（68.7％）

消費的経費 
80億6,941万円
（68.7％）

人件費
16億9,361万円
（14.4％）

人件費
16億9,361万円
（14.4％）

物件費
20億7,169万円
（17.7％）

物件費
20億7,169万円
（17.7％）

補助費等
19億6,142万円
（16.7％）

補助費等
19億6,142万円
（16.7％）

扶助費
22億4,440万円
（19.1％）

扶助費
22億4,440万円
（19.1％）

維持補修費
9,829万円
（0.8％）

維持補修費
9,829万円
（0.8％）

投資及び出資金・貸付金　5,541万円(0.5%）
積立金　　　　　　　　　　577万円(0.0%）
投資及び出資金・貸付金　5,541万円(0.5%）
積立金　　　　　　　　　　577万円(0.0%）

普通建設事業費
10億2,145万円
（8.7％）

普通建設事業費
10億2,145万円
（8.7％）

歳　出 

公債費
16億6,073万円
（14.1％）

公債費
16億6,073万円
（14.1％）

繰出金
9億3,665万円
（8.0％）

繰出金
9億3,665万円
（8.0％）

投資的経費
10億2,145万円

（8.7％）

投資的経費
10億2,145万円

（8.7％）

粕屋中央小学校増築工事

現在整備中の阿恵大池公園

飲酒運転根絶町民集会

◆ 総務費
　  防犯対策費………………………………… 1,485万円
　  地域情報化推進事業費…………………… 1,691万円
　  電子自治体構築事業費……………… 1億3,466万円
◆ 民生費
　  介護保険特別会計への繰出金……… 2億6,901万円
　  国民健康保険会計への繰出金……… 3億3,025万円
　  後期高齢者医療会計への繰出金………… 7,588万円
　  後期高齢者医療療養給付費負担金… 2億6,274万円
　  子ども手当………………………… 11億3,953万円
　  障害児者福祉費……………………… 3億9,407万円
　  保育所運営費（町立3園、民営3園）
　　　　　　　　　　　　　  ………… 7億4,358万円
　  乳幼児医療費………………………… 1億5,231万円
◆ 衛生費
　  須恵町外二ヶ町清掃施設組合への負担金
　　　　　　　　　　　　　  ………… 6億 320万円
　  ごみ収集等委託料…………………… 2億7,521万円
◆ 農林水産業・商工費
　  農地治水費………………………………… 4,684万円
　  中小企業融資預託金……………………… 2,000万円
◆ 土木費
　  道路改良新設事業費……………… １億1,572万円
　  千代・粕屋線街路建設費………………… 7,875万円
　  交通安全施設整備事業費………………… 2,043万円
　  下水道事業特別会計への繰出金…… 6億3,200万円
　  駕与丁公園管理費………………………… 4,775万円
　  阿恵大池公園整備事業費…………… 1億1,583万円
◆ 消防費
　  粕屋南部消防組合への負担金……… 3億2,942万円
　  消防団等運営事務費……………………… 3,741万円
◆ 教育費
　  学童保育費………………………………… 3,852万円
　  粕屋中央小学校校舎増築工事費…… ２億1,725万円
　  粕屋東中学校大規模改造事業費………… 8,602万円
　  生涯学習センター運営費………………… 9,509万円
　  図書館運営費……………………………… 7,567万円
　  総合体育館運営……………………… 1億3,679万円
◆ 公債費
　  公債費……………………………… 16億6,073万円
◆ 諸支出金
　  財政調整基金積立金…………………………356万円

特定事業の歳入歳出を一般の会計と区別して個別に会計処理しています。

公営企業会計 

 

収益的収支 
 

資本的収支 

収入 
支出 
収入 
支出 

9億2,622万円
8億4,005万円

89万円
2億3,433万円

水道 
事業 

地方公営企業法に基づいて独立して事業を行っています。

資本的収入が資本的支出に不足する額2億3,344
万円は、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分
消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補填し
た。

 

収益的収支 
 

資本的収支 

収入 
支出 
収入 
支出 

10億1,078万円
10億8,451万円
9億1,846万円

10億2,968万円

流域関連 
公共下水道 

事業 

資本的収入が資本的支出に不足する額1億1,122万円
は、過年度分及び当年度分損益勘定留保資金、当年
度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補填
した。

※普通会計とは、一般会計と住宅新築資金等貸付事業特別会計
の合計です。

※普通会計内の繰入れ、繰出し（一般、住新）に係る決算額を
歳入及び歳出から除いています。

※表示単位未満は四捨五入のため合計が一致しない箇所があり
ます。

一 般 会 計

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄付金
繰越金
諸収入

1億8,209万円（1.5%）
3億6,860万円（3.0%）

1,312万円（0.1%）
58万円（0.0%）

5億9,179万円（4.7%）
2億2,308万円（1.8%）
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粕
屋
中
央
小
学
校
（
山
野
芳

朗
校
長
・
８
３
８
人
）
の
児
童

が
集
め
た
募
金
に
よ
り
、
今
年

２
月
に
起
き
た
地
震
で
被
災
し

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
ネ
グ
ロ
ス
州

の
ビ
ガ
ア
小
学
校
に
仮
設
校
舎

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町協働
のまちづくり課まで。
☎ 938-0173  FAX 938-3150

　
こ
れ
は
、
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
の
際
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子

ど
も
た
ち
が
お
小
遣
い
を
持
ち

寄
っ
た
支
援
金
で
被
災
地
に
畳

を
送
っ
た
と
い
う
話
を
フ
ィ
リ

ピ
ン
と
交
流
が
あ
る
粕
屋
町
在

住
の
古
川
勝
利
さ
ん
（
長
者
原

下
区
）
か
ら
聞
い
た
同
校
の
児

童
た
ち
が
、「
日
本
の
た
め
、
被

災
地
の
た
め
に
募
金
活
動
を
し

て
く
れ
た
の
で
、
今
度
は
私
た

ち
が
」
と
、
募
金
活
動
に
取
り

組
ん
だ
も
の
。

　
青
少
年
赤
十
字
委
員
会
（
津

間
慧
士
委
員
長
・
６
年
生
・
24

人
）
が
中
心
と
な
っ
て
全
校
児

童
に
呼
び
か
け
、
７
月
の
５
日

間
で
約
６
万
４
千
円
の
募
金
を

集
め
ま
し
た
。
　

　
９
月
に
お
礼
の
手
紙
が
届
い

た
子
ど
も
た
ち
は
、「
立
派
な
校

舎
が
建
ち
、
た
く
さ
ん
の
お
礼

の
手
紙
が
届
い
て
う
れ
し
か
っ

た
。
で
き
た
校
舎
で
一
緒
に
勉

強
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
た

い
。」
と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し

た
。

粕屋中央小学校

　
９
月
２
日（
日
）、
第
36
回

粕
屋
町
少
年
剣
道
大
会
を
粕

屋
東
中
学
校
体
育
館
で
開
催
。

町
内
３
剣
友
会
の
少
年
少
女

剣
士
約
１
０
０
人
が
出
場
し
、

学
年
別
個
人
戦
と
剣
友
会
対

抗
団
体
戦
に
よ
り
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　
団
体
戦
で
は
、
１
チ
ー
ム

７
人
制（
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
）
に
よ
る
白
熱
し
た

試
合
を
展
開
し
、
そ
の
結
果
、

粕
屋
西
剣
友
会
が
２
年
ぶ
り

16
度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
試
合
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
団
体
戦

　
優
勝
　
粕
屋
西
剣
友
会

　
２
位
　
大
川
少
年
剣
友
会

　
３
位
　
仲
原
剣
友
会

粕
屋
町
剣
友
会

第
3 6
回
粕
屋
町
少
年
剣
道
大
会

 

　粕

屋

西

 

団

体

優

勝

第
3 6
回
粕
屋
町
少
年
剣
道
大
会

 

　粕

屋

西

 

団

体

優

勝

優勝した粕屋西剣友会の皆さん

小学４年生

小学５年生

小学６年生

中学１年生

中学２年生

中学３年生

高校生

小学３年生
以下

優　勝 ２　位 ３　位 ３　位

酒井麻実
（粕屋西）

納富竜司
（粕屋西）

古達彩季
（大川）

緑川慧次郎
（仲原）

納富友堂
（粕屋西）

新開樹里
（大川）

木下茉夏
（大川）

宮﨑海弘
（大川）

伴　賢太
（粕屋西）

八木真珠子
（大川）

岩田卓巳
（粕屋西）

八木賢太郎
（大川）

田代　優
（大川）

藤　友彦
（粕屋西）

本村尚登
（大川）

千代原夏菜
（仲原）

緑川優太郎
（仲原）

西田拓矢
（粕屋西）

臼井由宇
（仲原）

藤　功太
（粕屋西）

平野竜之輔
（大川）

西河宙輝
（仲原）

植月海翔
（粕屋西）

小渕一護
（大川）

大蔵慧真
（粕屋西）

斉堂新大
（仲原）

新城里奈
（仲原）

森田　彩
（仲原）

平野大輔
（大川）

古館澄人
（仲原）

●個人戦
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松
永
好
昭
さ
ん

  
福
岡
県
美
術
展
覧
会
で
県
知
事
賞

松
永
好
昭
さ
ん

  
福
岡
県
美
術
展
覧
会
で
県
知
事
賞

　
平
成
24
年
度
第
68
回
福
岡
県
美
術

展
覧
会
に
お
い
て
、
松
永
好
昭
さ
ん

（
江
辻
区
）が
工
芸
の
部
で
県
知
事
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
７

つ
あ
る
県
展
の
部
門
の
一
つ
で
あ
る

工
芸
部
門
に
お
い
て
、
一
番
評
価
が

高
い
も
の
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で

す
。

　
松
永
さ
ん
は
、
退
職
後
に
陶
芸
を

始
め
ら
れ
、
今
年
で
６
年
目
。
田
川

郡
に
あ
る
上
野
焼
祭
り
で
作
品
を
見

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
受
賞
作
品
名
は「
輝
映
」。
こ
れ
は

器
か
ら
輝
き
照
ら
す
イ
メ
ー
ジ
と
、

世
の
中
を
も
っ
と
明
る
く
し
た
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ
て
作

ら
れ
ま
し
た
。
制
作
に
は
２
か
月
以

上
費
や
し
、
施
釉
の 

〝
ツ
ヤ
感
〞 

と

無
釉
の 

〝
マ
ッ
ト
感
〞 

が
生
み
だ
す

大
胆
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
時
は
う
れ
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
松
永
さ
ん
。「
楽

し
み
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
作
品
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」と
語
ら
れ
ま
し

た
。

粕 屋 東 中 学 校

　粕屋東中学校の１年生が10月5日（金）、稲刈りを体験しました。

　これは、1年生の総合学習の一環として、田植えと稲刈りを通して、

物を作る大変さと収穫したときの喜び、物を大切にする心を育むことを

目的に行われているもの。

　6月に約200㎡の田んぼに手植えした苗はたわわに実り、PTAの役員

の手助けを受け、鎌で刈る者、刈った稲を束にして紐で結ぶ者、天日干

しにする者と手際よく作業は進み、約30分ほどで作業を終えました。

　収穫したもち米は、12月に行う収穫祭で、全校生徒でもちをつき食

べる予定だそうです。

受賞作品「輝映」
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９
月
28
日
（
金
）
に
、
因
町
長
、

粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所
の
久
野
副

所
長
及
び
介
護
福
祉
課
長
が
今
年

度
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
を
訪
問

し
、
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
当
初
、
９
月
17
日
（
祝
）
に
町
内

の
百
歳
以
上
の
方
を
訪
問
す
る
予

定
で
し
た
が
、
台
風
接
近
の
影
響

に
よ
り
延
期
と
な
り
、
今
年
度
百

歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
を
訪
問
し
た

も
の
。（
百
一
歳
以
上
の
方
は
別
の

日
に
訪
問
）

　
皆
さ
ん
大
変
お
元
気
で
訪
問
者

か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
に
、
笑
顔

で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と

応
え
ら
れ
、
感
激
の
あ
ま
り
涙
さ

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
百
歳
の
方
に
は
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
銀
杯
と
お
祝
い
状
、
福
岡
県

知
事
か
ら
記
念
品
と
お
祝
い
状
、

町
か
ら
敬
老
祝
金
が
、
百
一
歳
以

上
の
方
に
は
町
か
ら
敬
老
祝
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
健
や
か

に
お
過
ご
し
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
の
百
歳
以
上
の

方
々
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
百
六
歳
】

　
　
髙
木
　
ト
シ
ノ
（
戸
原
）

　
　
大
井
出
　
フ
ミ
（
柚
須
）

　
　
永
田
　
二
（
若
宮
）

【
百
四
歳
】

　
　
宇
都
宮
　
ミ
サ
ヲ（
内
橋
三
）

【
百
二
歳
】

　
　
竹
田
　
モ
ゝ
ヱ
（
江
辻
）

　
　
八
尋
　
壽
鶴
代
（
大
隈
）

　
　
鶴
田
　
ヤ
ソ
（
長
者
原
上
）

【
百
一
歳
】

　
　
八
尋
　
文
雄
（
大
隈
）

　
　
清
水
　
松
江
（
柚
須
）

　
　
　
　
　
ヨ
ネ
（
内
橋
一
）

　
　
長
　
　
ヨ
シ
（
戸
原
）

　
　
中
野
　
テ
ツ
（
朝
日
）

　
　
甲
斐
　
二
雄
（
長
者
原
下
）

　
　
　
尾
　
キ
ヌ
（
長
者
原
中
）

　
　
古
賀
　
ノ
ブ
ヱ
（
花
ヶ
浦
）

　
　
中
野
　
サ
タ
オ
（
花
ヶ
浦
）

【
百
歳
】

　
　
長
　
　
シ
ノ
ブ
（
内
橋
三
）

　
　
小
森
　
マ
ツ
エ（
長
者
原
中
）

　
　
八
尋
　
兼
雄
（
大
隈
）

　
　
古
賀
　
文
子
（
江
辻
）

ご 長 寿 を 祝 うご 長 寿 を 祝 う

長
寿
者
訪
問

八尋兼雄さん

長　シノブさん小森マツエさん

古賀文子さん
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　粕屋町では、「子どもをいつくしみ育む輪を広げよう」「町民一人ひとりが子どもについて考える日にしよう」
という目的で、11月の第２土曜日を「かすや子どもの日」に制定しています。
　「かすや子どもの日　わ っしょいフェスタ」も、今年で５回目を迎えます。行政、ボランティア（わっしょいネッ
トワーク）、子育て応援団など、地域で子育てにかかわっている有志の方々と協力して、手作りの子ども祭りを行
います。

＊スローガン＊

子どもの笑顔はかすやの未来、大人も子どもも元気になろう

●日　時　11月10日（土）　午前10時～午後3時30分（予定）
●場　所　サンレイクかすや

●問合せ　粕屋町子ども未来課　☎938-0214
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粕屋町
ときめき・体験
2012
　in
おきなわ

　
実
行
委
員
会
主
催
で
ス
タ
ー
ト
し

た「
と
き
め
き
・
体
験
」は
、
３
回
の

事
前
研
修
、
台
風
で
延
泊
し
た
４
泊

５
日
の
本
研
修
、
そ
し
て
事
後
研
修

を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
21
名
と
団
員
66
名
の

全
員
で
作
っ
た「
と
き
め
き
・
体
験
」。

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
た
く
さ
ん
の

思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。
心
に
残
る

４
泊
５
日
の
本
研
修
を
こ
こ
に
報
告

し
ま
す
。

■ 

１
日
目（
８
月
23
日
木
曜
日
）

　
朝
９
時
、
福
岡
空
港
。
66
名
の
団

員
と
21
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
全
員
集
合

し
、
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。
沖
縄

に
台
風
が
接
近
し
て
い
る
と
い
う
心

配
の
中
、
総
勢
87
名
の
と
き
め
き
・

体
験
の
本
研
修
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
福
岡
か
ら
那
覇
ま
で
１
時
間
半
の

空
の
旅
。
飛
行
機
の
中
で
は
、
初
め

て
飛
行
機
に
乗
る
団
員
も
多
く
緊
張

し
つ
つ
も
わ
く
わ
く
し
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
那
覇
空
港
に
着
い
て
バ
ス
に
乗
り

込
み
、
最
初
の
研
修
は
、
平
和
学
習

で
す
。
ひ
め
ゆ
り
の
塔
や
、
平
和
祈

念
資
料
館
で
の
た
く
さ
ん
の
遺
品
、

実
際
に
戦
争
を
体
験
し
た
方
の
講
話

を
聴
き
ま
し
た
。
お
そ
ろ
し
く
て
、

悲
惨
な
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
し
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
宿
泊
地「
に
ら
い
恩
納
」に
到
着
。

今
日
か
ら
班
の
み
ん
な
と
一
つ
の
コ

テ
ー
ジ
で
お
泊
り
で
す
。

　■ 

２
日
目（
８
月
24
日
金
曜
日
）

　
今
日
は
１
日
海
洋
研
修
で
す
。
台

風
で
心
配
だ
っ
た
海
も
、
本
当
に
台

風
が
来
て
い
る
の
か
疑
っ
て
し
ま
う

ほ
ど
の
快
晴
。
沖
縄
の
青
い
空
と
海

が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
は
、
足
が

つ
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で
船
で
移
動
し

ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

て
、
大
き
な
足
ひ
れ
を
つ
け
て
、
ゴ

ー
グ
ル
を
し
て
準
備
完
了
。
海
を
の

ぞ
く
と
、
何
メ
ー
ト
ル
も
下
の
海
の

底
ま
で
見
え
ま
し
た
。
大
き
な
ナ
マ

コ
が
い
た
り
、
タ
コ
を
捕
ま
え
て
間

近
で
見
た
り
、
魚
に
え
さ
を
あ
げ
た

り…

足
が
つ
か
な
く
て
恐
い
と
言
っ

て
い
た
団
員
も
い
ま
し
た
が
、
恐
さ

を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
と
て
も
キ

レ
イ
な
海
で
し
た
。

　
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
で
は
、
風
を
体
中

に
あ
び
な
が
ら
、
振
り
落
と
さ
れ
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
、

沖
の
方
ま
で
行
き
ま
し
た
。
沖
の
方

に
行
く
と
、
ビ
ー
チ
の
近
く
と
は
違

い
、
濃
い
青
色
の
海
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ス
イ
カ
割
り
や
B
B
Q
も
し
て
、

１
日
海
で
遊
ん
だ
後
は
、
宿
に
帰
っ

て
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
震
源

地
、
人
間
知
恵
の
輪
、
花
火
、
星
の

観
察…
研
修
係
の
用
意
し
た
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
楽
し
め
た
と

水
槽
で
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
ぐ
ジ

ン
ベ
エ
ザ
メ
、
マ
ン
タ
や
ダ
イ
バ
ー

の
方
が
実
際
に
水
槽
の
中
か
ら
魚
た

ち
を
紹
介
し
て
く
れ
る
ダ
イ
バ
ー
シ

ョ
ー
、「
オ
キ
ち
ゃ
ん
劇
場
」で
の
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
、
マ
ナ
テ
ィ
や
ウ
ミ
ガ

メ
な
ど
が
い
ま
し
た
。
ジ
ン
ベ
エ
ザ

メ
の
歯
の
中
で
集
合
写
真
を
撮
り
、

お
土
産
も
買
い
ま
し
た
。

　「
美
ら
海
水
族
館
」か
ら
宿
へ
帰
る

時
、
台
風
の
影
響
に
よ
る
欠
航
の
た

め
、
延
泊
が
決
ま
り
ま
し
た
。
沖
縄

は
、
風
速
25
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場

合
、
バ
ス
を
運
転
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
そ
う
で
す
。
次
の
日
に
移
動
で

き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
、

急
遽
宿
を
出
発
し
、
那
覇
の
沖
縄
ホ

テ
ル
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
祭

り
は
、
次
の
日
に
持
ち
越
す
こ
と
に

…

。

■ 

４
日
目（
８
月
26
日
日
曜
日
）

　
予
定
通
り
で
あ
れ
ば
、
こ
の
日
に

粕
屋
町
へ
帰
る
予
定
で
し
た
。
状
況

確
認
な
ど
の
た
め
、
午
前
中
は
ホ
テ

ル
の
部
屋
で
待
機
。
み
ん
な
と
一
緒

に
い
る
の
は
嬉
し
い
け
れ
ど
、
帰
れ

な
い
と
い
う
不
安
か
ら
ち
ょ
っ
ぴ
り

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

団
員
も
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
。
関
所
破
り
や
汽
車
ぽ
っ
ぽ
、○×

ゲ
ー
ム
な
ど
、
研
修
ス
タ
ッ
フ
が
用

意
し
た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
み
ん

な
楽
し
そ
う
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
沖
縄
最
後
の
夜
は
、
待
ち
に
待
っ

た
祭
り
で
す
。
班
の
み
ん
な
で
考
え
、

練
習
し
、
準
備
し
て
き
た
出
し
物
の

発
表
で
す
。
ど
の
班
も
い
ろ
い
ろ
な

工
夫
が
あ
り
、
班
の
カ
ラ
ー
が
出
た

出
し
物
ば
か
り
で
し
た
。
研
修
・
事

務
局
の
出
し
物
や
班
長
の
出
し
物
は

み
ん
な
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

■ 

５
日
目（
８
月
27
日
月
曜
日
）

　
沖
縄
最
終
日
。
台
風
の
影
響
で
、

午
前
中
は
全
便
欠
航
。
旅
行
社
の
連

絡
を
待
ち
な
が
ら
、
午
前
中
は
ホ
テ

ル
で
待
機
。
待
機
時
間
は
、
班
の
み

ん
な
で
班
長
へ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
手

紙
を
準
備
し
ま
し
た
。
み
ん
な
一
生

懸
命
考
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
夕
方
の
臨
時
便
に
乗
る
こ
と
が
決

定
し
、
帰
る
準
備
を
し
た
後
は
、
ホ

テ
ル
で
サ
イ
ン
会
を
行
い
ま
し
た
。

４
泊
５
日
共
に
過
ご
し
た
仲
間
か
ら

の
寄
書
き
。

　
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
那
覇
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
ま
し
た
。

粕
屋
で
帰
り
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る

家
族
や
友
達
へ
の
お
土
産
を
た
く
さ

ん
買
っ
て
、
空
港
へ
向
か
い
ま
す
。

　
飛
行
機
に
乗
る
ま
で
の
、
待
ち
時

間
に
二
度
目
の
サ
イ
ン
会
を
し
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
で
書
け
な
か
っ
た
ス
タ

ッ
フ
や
ほ
か
の
班
の
仲
間
に
た
く
さ

ん
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
少
し
遅
れ
て
出
発
し
た
飛
行
機
は
、

21
時
過
ぎ
に
福
岡
空
港
へ
無
事
に
到

着
。
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
サ
ン
レ
イ

ク
へ
向
か
い
ま
し
た
。
サ
ン
レ
イ
ク

で
は
、
保
護
者
の
方
を
は
じ
め
、
役

場
の
職
員
の
方
、
居
残
り
ス
タ
ッ
フ

が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
人
員
報
告
を
し
て
、
ス
タ

ッ
フ
と
握
手
で
お
別
れ
で
す
。
無
事

に
帰
っ
て
来
れ
た
安
心
感
と
仲
間
と

離
れ
る
こ
と
へ
の
淋
し
さ
か
ら
、
泣

い
て
し
ま
う
団
員
も…

。
ス
タ
ッ
フ

は
号
泣
で
し
た
。

　
３
泊
４
日
か
ら
台
風
の
た
め
、
４

泊
５
日
に
延
び
た
本
研
修
。
平
和
の

尊
さ
、
自
然
の
美
し
さ
、
人
の
温
か

さ
、
台
風
の
怖
さ
、
そ
し
て
た
く
さ

ん
の
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
の
で
き
た

研
修
で
し
た
。
見
守
っ
て
下
さ
っ
た

方
、
応
援
し
て
下
さ
っ
た
方
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
「
報
告
し
ま
す
。
粕
屋
町
と
き
め

き
・
体
験
２
０
１
２
in
お
き
な
わ
、

総
員
87
名
、
事
故
な
し
。
報
告
終
わ

り
！
」

8月23日（木）～27日（月）

思
い
ま
す
。

■ 

３
日
目（
８
月
25
日
土
曜
日
）

　
メ
イ
ン
は
２
つ
。
ガ
ラ
ス
工
房
で

の
コ
ッ
プ
作
り
と「
美
ら
海
水
族
館
」。

　
ガ
ラ
ス
工
房
で
は
、
一
人
ひ
と
り

好
き
な
色
を
選
び
、
そ
の
色
の
ガ
ラ

ス
の
コ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。
ガ
ラ

ス
工
房
の
方
に
教
え
て
も
ら
い
、
息

を
吹
き
込
ん
で
ガ
ラ
ス
を
膨
ら
ま
せ

た
り
、
押
さ
え
て
コ
ッ
プ
の
底
を
作

っ
た
り
、
コ
ッ
プ
の
ふ
ち
を
丸
く
し

た
り
、
ハ
ー
ト
型
に
も
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
コ
ッ
プ
が
で
き
た
か
は
粕
屋

に
帰
っ
て
か
ら
の
お
楽
し
み
。

　
ガ
ラ
ス
工
房
の
待
ち
時
間
を
利
用

し
て
、「
万
座
毛
」の
見
学
に
行
き
ま

し
た
。「
万
座
毛
」は
、
台
風
の
影
響

で
風
が
強
か
っ
た
け
れ
ど
、
み
ん
な

で
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　「
美
ら
海
水
族
館
」で
は
、
大
き
な
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実
行
委
員
会
主
催
で
ス
タ
ー
ト
し

た「
と
き
め
き
・
体
験
」は
、
３
回
の

事
前
研
修
、
台
風
で
延
泊
し
た
４
泊

５
日
の
本
研
修
、
そ
し
て
事
後
研
修

を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
21
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と
団
員
66
名
の

全
員
で
作
っ
た「
と
き
め
き
・
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験
」。

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
た
く
さ
ん
の

思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。
心
に
残
る

４
泊
５
日
の
本
研
修
を
こ
こ
に
報
告

し
ま
す
。
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１
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目（
８
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木
曜
日
）

　
朝
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時
、
福
岡
空
港
。
66
名
の
団

員
と
21
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
全
員
集
合

し
、
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。
沖
縄

に
台
風
が
接
近
し
て
い
る
と
い
う
心

配
の
中
、
総
勢
87
名
の
と
き
め
き
・

体
験
の
本
研
修
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
福
岡
か
ら
那
覇
ま
で
１
時
間
半
の

空
の
旅
。
飛
行
機
の
中
で
は
、
初
め

て
飛
行
機
に
乗
る
団
員
も
多
く
緊
張

し
つ
つ
も
わ
く
わ
く
し
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
那
覇
空
港
に
着
い
て
バ
ス
に
乗
り

込
み
、
最
初
の
研
修
は
、
平
和
学
習

で
す
。
ひ
め
ゆ
り
の
塔
や
、
平
和
祈

念
資
料
館
で
の
た
く
さ
ん
の
遺
品
、

実
際
に
戦
争
を
体
験
し
た
方
の
講
話

を
聴
き
ま
し
た
。
お
そ
ろ
し
く
て
、

悲
惨
な
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
し
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
宿
泊
地「
に
ら
い
恩
納
」に
到
着
。

今
日
か
ら
班
の
み
ん
な
と
一
つ
の
コ

テ
ー
ジ
で
お
泊
り
で
す
。

　■ 

２
日
目（
８
月
24
日
金
曜
日
）

　
今
日
は
１
日
海
洋
研
修
で
す
。
台

風
で
心
配
だ
っ
た
海
も
、
本
当
に
台

風
が
来
て
い
る
の
か
疑
っ
て
し
ま
う

ほ
ど
の
快
晴
。
沖
縄
の
青
い
空
と
海

が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
は
、
足
が

つ
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で
船
で
移
動
し

ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

て
、
大
き
な
足
ひ
れ
を
つ
け
て
、
ゴ

ー
グ
ル
を
し
て
準
備
完
了
。
海
を
の

ぞ
く
と
、
何
メ
ー
ト
ル
も
下
の
海
の

底
ま
で
見
え
ま
し
た
。
大
き
な
ナ
マ

コ
が
い
た
り
、
タ
コ
を
捕
ま
え
て
間

近
で
見
た
り
、
魚
に
え
さ
を
あ
げ
た

り…

足
が
つ
か
な
く
て
恐
い
と
言
っ

て
い
た
団
員
も
い
ま
し
た
が
、
恐
さ

を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
と
て
も
キ

レ
イ
な
海
で
し
た
。

　
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
で
は
、
風
を
体
中

に
あ
び
な
が
ら
、
振
り
落
と
さ
れ
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
、

沖
の
方
ま
で
行
き
ま
し
た
。
沖
の
方

に
行
く
と
、
ビ
ー
チ
の
近
く
と
は
違

い
、
濃
い
青
色
の
海
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ス
イ
カ
割
り
や
B
B
Q
も
し
て
、

１
日
海
で
遊
ん
だ
後
は
、
宿
に
帰
っ

て
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
震
源

地
、
人
間
知
恵
の
輪
、
花
火
、
星
の

観
察…

研
修
係
の
用
意
し
た
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
楽
し
め
た
と

水
槽
で
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
ぐ
ジ

ン
ベ
エ
ザ
メ
、
マ
ン
タ
や
ダ
イ
バ
ー

の
方
が
実
際
に
水
槽
の
中
か
ら
魚
た

ち
を
紹
介
し
て
く
れ
る
ダ
イ
バ
ー
シ

ョ
ー
、「
オ
キ
ち
ゃ
ん
劇
場
」で
の
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
、
マ
ナ
テ
ィ
や
ウ
ミ
ガ

メ
な
ど
が
い
ま
し
た
。
ジ
ン
ベ
エ
ザ

メ
の
歯
の
中
で
集
合
写
真
を
撮
り
、

お
土
産
も
買
い
ま
し
た
。

　「
美
ら
海
水
族
館
」か
ら
宿
へ
帰
る

時
、
台
風
の
影
響
に
よ
る
欠
航
の
た

め
、
延
泊
が
決
ま
り
ま
し
た
。
沖
縄

は
、
風
速
25
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場

合
、
バ
ス
を
運
転
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
そ
う
で
す
。
次
の
日
に
移
動
で

き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
、

急
遽
宿
を
出
発
し
、
那
覇
の
沖
縄
ホ

テ
ル
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
祭

り
は
、
次
の
日
に
持
ち
越
す
こ
と
に

…

。

■ 

４
日
目（
８
月
26
日
日
曜
日
）

　
予
定
通
り
で
あ
れ
ば
、
こ
の
日
に

粕
屋
町
へ
帰
る
予
定
で
し
た
。
状
況

確
認
な
ど
の
た
め
、
午
前
中
は
ホ
テ

ル
の
部
屋
で
待
機
。
み
ん
な
と
一
緒

に
い
る
の
は
嬉
し
い
け
れ
ど
、
帰
れ

な
い
と
い
う
不
安
か
ら
ち
ょ
っ
ぴ
り

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

団
員
も
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
。
関
所
破
り
や
汽
車
ぽ
っ
ぽ
、○×

ゲ
ー
ム
な
ど
、
研
修
ス
タ
ッ
フ
が
用

意
し
た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
み
ん

な
楽
し
そ
う
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
沖
縄
最
後
の
夜
は
、
待
ち
に
待
っ

た
祭
り
で
す
。
班
の
み
ん
な
で
考
え
、

練
習
し
、
準
備
し
て
き
た
出
し
物
の

発
表
で
す
。
ど
の
班
も
い
ろ
い
ろ
な

工
夫
が
あ
り
、
班
の
カ
ラ
ー
が
出
た

出
し
物
ば
か
り
で
し
た
。
研
修
・
事

務
局
の
出
し
物
や
班
長
の
出
し
物
は

み
ん
な
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

■ 

５
日
目（
８
月
27
日
月
曜
日
）

　
沖
縄
最
終
日
。
台
風
の
影
響
で
、

午
前
中
は
全
便
欠
航
。
旅
行
社
の
連

絡
を
待
ち
な
が
ら
、
午
前
中
は
ホ
テ

ル
で
待
機
。
待
機
時
間
は
、
班
の
み

ん
な
で
班
長
へ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
手

紙
を
準
備
し
ま
し
た
。
み
ん
な
一
生

懸
命
考
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
夕
方
の
臨
時
便
に
乗
る
こ
と
が
決

定
し
、
帰
る
準
備
を
し
た
後
は
、
ホ

テ
ル
で
サ
イ
ン
会
を
行
い
ま
し
た
。

４
泊
５
日
共
に
過
ご
し
た
仲
間
か
ら

の
寄
書
き
。

　
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
那
覇
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
ま
し
た
。

粕
屋
で
帰
り
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る

家
族
や
友
達
へ
の
お
土
産
を
た
く
さ

ん
買
っ
て
、
空
港
へ
向
か
い
ま
す
。

　
飛
行
機
に
乗
る
ま
で
の
、
待
ち
時

間
に
二
度
目
の
サ
イ
ン
会
を
し
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
で
書
け
な
か
っ
た
ス
タ

ッ
フ
や
ほ
か
の
班
の
仲
間
に
た
く
さ

ん
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
少
し
遅
れ
て
出
発
し
た
飛
行
機
は
、

21
時
過
ぎ
に
福
岡
空
港
へ
無
事
に
到

着
。
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
サ
ン
レ
イ

ク
へ
向
か
い
ま
し
た
。
サ
ン
レ
イ
ク

で
は
、
保
護
者
の
方
を
は
じ
め
、
役

場
の
職
員
の
方
、
居
残
り
ス
タ
ッ
フ

が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
人
員
報
告
を
し
て
、
ス
タ

ッ
フ
と
握
手
で
お
別
れ
で
す
。
無
事

に
帰
っ
て
来
れ
た
安
心
感
と
仲
間
と

離
れ
る
こ
と
へ
の
淋
し
さ
か
ら
、
泣

い
て
し
ま
う
団
員
も…

。
ス
タ
ッ
フ

は
号
泣
で
し
た
。

　
３
泊
４
日
か
ら
台
風
の
た
め
、
４

泊
５
日
に
延
び
た
本
研
修
。
平
和
の

尊
さ
、
自
然
の
美
し
さ
、
人
の
温
か

さ
、
台
風
の
怖
さ
、
そ
し
て
た
く
さ

ん
の
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
の
で
き
た

研
修
で
し
た
。
見
守
っ
て
下
さ
っ
た

方
、
応
援
し
て
下
さ
っ
た
方
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

「
報
告
し
ま
す
。
粕
屋
町
と
き
め

き
・
体
験
２
０
１
２
in
お
き
な
わ
、

総
員
87
名
、
事
故
な
し
。
報
告
終
わ

り
！
」

8月23日（木）～27日（月）

思
い
ま
す
。

■ 

３
日
目（
８
月
25
日
土
曜
日
）

　
メ
イ
ン
は
２
つ
。
ガ
ラ
ス
工
房
で

の
コ
ッ
プ
作
り
と「
美
ら
海
水
族
館
」。

　
ガ
ラ
ス
工
房
で
は
、
一
人
ひ
と
り

好
き
な
色
を
選
び
、
そ
の
色
の
ガ
ラ

ス
の
コ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。
ガ
ラ

ス
工
房
の
方
に
教
え
て
も
ら
い
、
息

を
吹
き
込
ん
で
ガ
ラ
ス
を
膨
ら
ま
せ

た
り
、
押
さ
え
て
コ
ッ
プ
の
底
を
作

っ
た
り
、
コ
ッ
プ
の
ふ
ち
を
丸
く
し

た
り
、
ハ
ー
ト
型
に
も
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
コ
ッ
プ
が
で
き
た
か
は
粕
屋

に
帰
っ
て
か
ら
の
お
楽
し
み
。

　
ガ
ラ
ス
工
房
の
待
ち
時
間
を
利
用

し
て
、「
万
座
毛
」の
見
学
に
行
き
ま

し
た
。「
万
座
毛
」は
、
台
風
の
影
響

で
風
が
強
か
っ
た
け
れ
ど
、
み
ん
な

で
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　「
美
ら
海
水
族
館
」で
は
、
大
き
な
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　「
食
べ
る
速
さ
」
と
「
肥
満
」
と

は
、
強
い
関
連
性
が
あ
り
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　
噛
む
回
数
が
多
い
と
消
化
や

吸
収
が
よ
く
な
り
、
血
糖
値
が

は
や
く
上
が
る
た
め
、
満
腹
中

枢
が
刺
激
さ
れ
、
食
べ
過
ぎ
を

防
ぎ
ま
す
。

　
ま
た
、
噛
む
こ
と
で
脳
を
通

し
て
交
感
神
経
を
刺
激
し
、
細

胞
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
促

す
の
で
、
体
内
に
貯
め
こ
む
こ

と
な
く
、
肥
満
防
止
に
な
り
ま
す
。

①
汁
物
や
お
茶
な
ど
の
水
分
と

一
緒
に
流
し
込
ま
な
い
。

②
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
焼
き
そ
ば

な
ど
、
や
わ
ら
か
い
食
事
に
は
、

キ
ノ
コ
や
シ
ー
フ
ー
ド
を
入

れ
る
。
野
菜
は
煮
る
よ
り
生

で
。
煮
る
と
き
は
大
き
め
に

切
っ
て
硬
ゆ
で
に
。

③
め
ん
類
は
太
め
の
も
の
や
硬

ゆ
で
に
し
て
、
ゆ
っ
く
り
か
む
。

④
外
食
は
、
品
数
が
多
い
定
食

も
の
を
選
ぶ
。

⑤
２
人
以
上
で
、
会
話
を
楽
し

み
な
が
ら
食
べ
る
。

な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
」

早
食
い

早
食
い

肥 

満
肥 

満

よ
く
噛
む

よ
く
噛
む

●問合せ　粕屋町健康づくり課　☎９３８ー０２５８
●HPアドレス　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/kurashi/kenko/zoshin/index.html

【
H
25
年
度
ま
で
の

　
　
　生
活
習
慣
改
善
目
標
】

◎
脂
も
の
の
取
り
す
ぎ
を
減
ら
す

◎
食
べ
す
ぎ
を
防
ぐ

◎
薄
味
に
す
る

ＪＡ粕屋本所（粕屋町大字大隈１２２９）

第28回

テーマ
『広げて行こう地産地消!　地元の食で元気な粕屋』
　　― やっぱりJA粕屋でよかった ̶

●問合せ　JA粕屋かすやそだち課　☎938-3861
　　　　　JA粕屋企画課　☎938-2511

午前9時30分～午後4時
12月1日（土）・2日（日）

送迎バスを
運行します。

（JAの各支所に

運行表を掲示）

日 時

場所

12月2日（日） 10時～12時
場所：健康センター

減塩みそ汁の試食もあります。ぜひおこしください。

11/23（金・祝）ラン＆ウォーク

大人500円→300円
こども（小中学生）200円→100円

参加料が安くなりました!

お 知 ら せ日曜がん総合検診で健康かすや21
のイベントを開催します！

●主な催し物
○12月1日（土）
　福岡魁誠高校ブラスバンド演奏、学童農園
　稲作体験発表、地産地消バーガーの販売
○12月2日（日）
　園児和太鼓演奏（粕屋西保育所）、キャラ
　クターショー、よさこい隊演舞、福引大会
○両日開催
　歌謡ショー、県産牛乳の無料配布、地元でとれた
　農畜産物・農産加工品販売、「がんばろう日本！」
　福島県産リンゴ特別販売ほか、緊急車両展示
　（警察・消防）、バザー

かすやドーム窓口業務募集
粕屋町在住で、スポーツ・接客が大好き
な方を求めています。
（現在、子育てが一段落された主婦が活躍さ
れています。）

（有）スポーツコンディショニングプロモーショ
ン・JIN
〒811-2309　粕屋町駕与丁3-2-1
粕屋町総合体育館
●問合せ　☎939-5130　担当　藤井・森下

内容:体育館及びプールでの受付業務
・ 10:00～14:00/14:00～18:00/
 18:00～22:00（平日：完全3交代制）
・   9:00～15:00/15:00～21:00
　　　　　　　　（土日祝：完全2交代制）
　週4日以上勤務できる方（週2～3日は土
　日及び夜勤務）
　時給:780円～（研修期間710円）
＊お気軽に下記までお問い合わせください。
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　健康で明るい生活を営むためには、基本となる体力を知り、日常の生活の中で改善を行うこと
が大切です。本年度も、20歳から79歳の方を対象に行います。この機会にぜひご参加ください。

新体力テスト（体力測定）のお知らせ新体力テスト（体力測定）のお知らせ

●日　時　11月25日（日） 受付　午前9時～午前9時30分
 開始　午前9時30分（終了予定  正午）
●会　場　粕屋西小学校体育館
●対象者　20歳～79歳の粕屋町民

測定種目（20～64歳）
① 握力
② 上体起こし
③ 長座体前屈
④ 反復横とび
⑤ 立ち幅とび
⑥ 20mシャトルラン

測定種目（65～79歳）
① 握力
② 上体起こし
③ 長座体前屈
④ 開眼片足立ち
⑤ 10m障害物歩行
⑥ ６分間歩行

健康の第一
歩

まずは自分
を

知ることか
ら

・ 室内用運動靴をお持ちのうえ、運動のできる服装でご参加ください。（めがねが必要な方はお持ちください）
・持病のある方は事前に主治医の許可を得てご参加ください。
・水筒及びタオルなどは各自でお持ちください。
・事前の申し込みは必要ありません。

●問合せ　粕屋町社会教育課　☎９３８ー１４１０

平
成
25
年
度 

粕
屋
町
認
可
保
育
所
入
園
児
募
集

期
間
は
12
月
11
日（
火
）か
ら
12
月
25
日（
火
）で
す

（
申
込
用
紙
は
１１
月
１９
日（
月
）か
ら
配
布
し
ま
す
）

◎
来
年
度
保
育
所
入
園
を
希
望
さ

れ
る
児
童
を
、
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

◎
平
成
24
年
度
中
に
申
し
込
み
を

し
て
い
て
、
現
在
入
園
で
き
て

い
な
い
方
も
、
再
度
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

●
募
集
対
象
及
び
定
員
　
末
尾
記

載
の
入
園
要
件
に
該
当
す
る
児

童
【
公
立
】

▽
仲
原
保
育
所

　
６
か
月
〜
５
歳
　
１
１
０
人

　
☎（
９
３
８
）４
５
５
６

▽
西
保
育
所

　
６
か
月
〜
５
歳
　
１
１
５
人

　
☎（
６
１
１
）９
１
０
８

▽
中
央
保
育
所

　
６
か
月
〜
５
歳
　
１
２
０
人
　

　
☎（
９
３
８
）８
７
４
６

【
私
立
】

▽
粕
屋
わ
か
ば
保
育
所（
恵
育
福

祉
会
）　
４
か
月
〜
５
歳

　
１
５
０
人

　
☎（
９
３
９
）６
１
１
１

▽
ヴ
ィ
ラ
の
ぞ
み
愛
児
園（
五
豊
会
）

　
３
か
月（
た
だ
し
、
首
が
す
わ
っ

て
か
ら
）
〜
５
歳
　
１
４
０
人

　
☎（
９
５
７
）１
０
０
５

▽
大
川
保
育
園（
相
和
会
）

　
８
週
〜
５
歳
　
１
８
０
人

　
☎（
９
３
８
）３
１
０
９

▽（
新
）
仮
称
　
原
町
駅
前
保
育
所

（
純
正
福
祉
会
）

　
８
週
〜
５
歳
　
１
２
０
名

　
☎（
９
３
８
）０
２
１
４
　
粕
屋

町
子
ど
も
未
来
課

●
募
集
期
間
　
12
月
11
日（
火
）
か

ら
12
月
25
日（
火
）
ま
で（
た
だ

し
、土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
）

●
申
込
書
　
11
月
19
日（
月
）
か
ら

子
ど
も
未
来
課（
粕
屋
町
役
場

１
階
）
で
配
布

　※

在
園
児
は
各
保
育
所
で
配
布

●
提
出
先
　
粕
屋
町
子
ど
も
未
来

課（
粕
屋
町
役
場
１
階
）

　※

在
園
児
は
各
保
育
所
へ

●
入
園
要
件
　
町
内
居
住
者（
住

民
登
録
し
て
い
る
人
）
で
、
児

童
の
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次

の
項
目
に
該
当
し
、
か
つ
同
居

の
親
族
そ
の
他
の
者
が
児
童
を

保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
。

①
家
庭
の
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

②
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
、
日

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て

い
る
。

③
親
が
出
産
の
前
後
、
病
気
、
負

傷
、
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
。

④
同
居
の
親
族
が
長
期
に
わ
た
り

疾
病
や
身
体
に
障
が
い
を
有
し
、

い
つ
も
介
護
を
し
て
い
る
。

⑤
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他

の
災
害
復
旧
の
た
め
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
子
ど
も
未
来

課
　
☎（
９
３
８
）０
２
１
４
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あなたは
どれ？

国民年金のしくみ

国民年金には国民全員が加入します

　国民年金制度では、すべての人が共通の基礎年金

を受けます。厚生年金や共済組合に加入した人は、

基礎年金を国民年金から、給料に比例した上乗せの

年金をそれぞれの年金制度から受けるようになって

います。いわゆる二階建ての年金制度です。

　国民年金に加入しなければならない人は、日本国内に住所のある

20歳以上60歳未満の人たちです。職業や収入を問わず加入します。

【保険料】
　保険料は、ご自分で納めます。
納めた保険料は社会保険料控除
として所得控除の対象になりま
す。年末調整や確定申告の際、
忘れずに申告してください。

【保険料】
　保険料は、それぞれの年金制
度から国民年金制度に支払われ
ていますので、個人で納める必
要はありません。

【保険料】
　保険料は、納める必要はあり
ませんが、届出をしなければな
りません。保険料は、配偶者の
加入する年金制度がまとめて負
担するしくみになっていますの
で、配偶者の給料から天引きさ
れることはありません。

① 65歳になったら

② 病気や事故などで障がい者になったら

③ 夫が亡くなったとき子のいる妻、又は子に

老齢基礎年金

障害基礎年金

遺族基礎年金

国民年金の
３つの柱

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者
だい  いちごう   ひ    ほ  けんしゃ  だい   に ごう   ひ    ほ  けんしゃ      だい  さん  ごう   ひ    ほ  けんしゃ  

自営業者・農林漁業者・無職・
自由業者・学生など

厚生年金や共済組合の加入者
　厚生年金や共済組合に加入す
ると、自動的に国民年金にも加
入したことになります。

厚生年金や共済組合の加入者に
扶養されている配偶者

加入者は３つのグループに分けられます

国民年金基金

11 ２２ ３３第　　号

被保険者

第　　号

被保険者

第　　号

被保険者

■ ■ 国民年金保険料のご案内を、民間委託により実施しています ■ ■

　日本年金機構では、国民年金保険料の案内を民間委託により実施しています。

　東福岡年金事務所では、平成24年10月より国民年金保険料を納めていただいていない期間がある

場合、アイ・シー・アール　バックスグループ　シー・ヴィ・シー共同企業体より電話・文書・戸別訪

問により納付や免除等申請手続きの案内をさせていただく場合があります。

●その他の問合せ 東福岡年金事務所…☎651-7129
 粕屋町総合窓口課国保年金係…☎938-2311 内線447

※民間委託についての詳しい内容は、日本年金機構ホームページに掲載しております。

【問合せ先】　アイ・シー・アール　鹿島コールセンター
　　　　　　☎０９５４ー６９ー１６００ （水・木を除く 11:00～20:00）

　　　　　　株式会社アイ・シー・アール（URL: http://www.aicr.co.jp）
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次
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

固
定
資
産
税
を
納
税
者
か
ら
の
申
告

に
基
づ
き
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
な
お
、
減
額
措
置
の
申
告
期
限
は

改
修
工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
で
す
。

１
　
住
宅
耐
震
改
修
工
事

　
国
土
交
通
省
が
定
め
る
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
す
る
耐
震
改
修
を
行

い
、
建
築
士
な
ど
が
証
明
書
を
発
行

し
た
も
の
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
住

宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措

置
（
１
戸
あ
た
り
１
２
０
㎡
ま
で
の

税
額
の
２
分
の
１
を
、
工
事
完
了
時

期
に
よ
り
１
年
度
分
か
ら
３
年
度
分

減
額
）
が
あ
り
ま
す
。

《
要
件
》

◆
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
て

ら
れ
、
平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に
一
定

の
耐
震
改
修
を
行
っ
た
住
宅

◆
耐
震
改
修
費
用
が
30
万
円
以
上

※

省
エ
ネ
改
修
工
事
、
住
宅
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
工
事
に
よ
る
減
額
期

間
内
は
同
時
に
減
額
措
置
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
　

改
修
工
事
を
さ
れ
た
住
宅

に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

減
額
申
告
を
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
か
？

２  

省
エ
ネ
改
修
工
事

　
国
土
交
通
省
が
定
め
る
現
行
の
省

エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る
改
修
工
事

（
窓
、
天
井
、
壁
、
床
の
断
熱
材
を

高
め
る
工
事
）
を
行
い
、
建
築
士
な

ど
が
証
明
書
を
発
行
し
た
も
の
を
対

象
と
し
て
、
居
住
用
部
分
に
つ
い
て
、

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
（
１
戸
あ

た
り
１
２
０
㎡
ま
で
の
税
額
の
３
分

の
１
を
、
１
年
度
分
減
額
）
が
あ
り

ま
す
。

※

太
陽
光
発
電
装
置
設
置
工
事
は
対

象
外
で
す
。

《
要
件
》

▽
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
て

ら
れ
た
住
宅
で
、
居
住
部
分
が
全

体
の
２
分
の
１
以
上

▽
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
省
エ

ネ
改
修
を
行
っ
た
住
宅

▽
省
エ
ネ
改
修
費
用
が
30
万
円
以
上

▽
窓
の
断
熱
材
を
高
め
る
改
修
工
事

を
含
め
る
こ
と

３  

住
宅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

　
浴
室
や
便
所
改
修
、
手
す
り
設
置

な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を

行
っ
た
居
住
用
部
分
に
つ
い
て
、
固

定
資
産
税
の
減
額
措
置
（
１
戸
あ
た

り
１
０
０
㎡
ま
で
の
税
額
の
３
分
の

１
を
、
１
年
度
分
減
額
）が
あ
り
ま
す
。

《
要
件
》

▽
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建
て

ら
れ
た
住
宅
（
貸
家
部
分
を
除
く
）

で
、
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行
っ
た
住

宅
▽
工
事
完
了
日
の
翌
年
１
月
１
日
に

65
歳
以
上
を
迎
え
て
い
る
方
が
居

住
し
て
い
る
住
宅

▽
介
護
保
険
法
の
要
介
護
若
し
く
は

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方
、

又
は
障
が
い
の
あ
る
方
が
居
住
し

て
い
る
住
宅

▽
補
助
金
を
除
く
自
己
負
担
額
が
30

万
円
以
上

※

２
・
３
に
つ
い
て
は
、
新
築
住
宅

特
例
や
住
宅
耐
震
改
修
工
事
の
減

額
を
受
け
て
い
る
年
度
に
は
、
適

用
を
受
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
（
申
告
の
手
続
き
に
関
す

る
こ
と
）

　
粕
屋
町
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

　
☎（
９
３
８
）２
３
１
１
　
内
線
４

２
２
・
４
２
３

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する身体障害者手
帳所持者のうち、１級及び２級
該当者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する療育手帳「Ａ」
所持者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する精神保健福祉
手当所持者のうち、１級該当者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する身体障害者手
帳所持者のうち、３級及び４級
該当者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する療育手帳「Ｂ」
所持者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する精神保健福祉
手当所持者のうち、２級及び３
級該当者

障
が
い
（
児
）
者
の
福
祉

手
当
を
支
給
し
ま
す

　
粕
屋
町
で
は
、
障
が
い（
児
）
者
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
福
祉
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象（
児
）
者

①
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
、
所
得
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
身
体
障
害

者
手
帳
所
持
者
で
、
１
級
か
ら
４

級
ま
で
に
該
当
す
る
方

②
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
、
所
得
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
療
育
手
帳

所
持
者
で
、「
Ａ
」
ま
た
は「
Ｂ
」

の
判
定
を
受
け
た
方

③
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
、
所
得
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
の
方

●
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

11
月
１
日（
木
）
〜
11
月
30
日（
金
）

ま
で
粕
屋
町
役
場
　
介
護
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
で
受
付

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま

た
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
▼
印
鑑（
認
印
で
可
）

▼
預
金
通
帳（
す
で
に
口
座
を
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。）

※

平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
粕
屋

町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
別
途
必

要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
申
請

に
来
ら
れ
る
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　
粕
屋
町
介
護
福
祉
課
　
障
害
者
福

祉
係
　
☎（
９
３
８
）
０
２
２
９

種　　　別 金額（円）

福祉手当支給額

１０, ０００

７, ０００

◇手当は１２月末に支給します。



16

粕屋町飼い犬等のふん害防止に関する条例が施行されます。         粕屋町飼い犬等のふん害防止に関する条例が施行されます。         
（平成24年12月1日施行）

粕屋町では、飼い主のマナーの向上と、住民の良好な生活環境の維持及び地域の環境
美化促進のため「粕屋町飼い犬等のふん害等防止に関する条例」を制定しました。        

飼い犬のふんは、飼い主が責任を持って必ず回収しましょう！

「粕屋町飼い犬等のふん害等防止に関する条例」では、飼い主は、「飼い犬が公共
の場所等にふんをしたときは、直ちに回収しなければならない」と定めています。

飼い犬のふんを回収することは、飼い主の責任です。 

マナーを守って快適な町づくりにご協力ください
ふんの始末をしないのは、犬を飼っている人のほんの一部かもしれません。
しかしながら、その一部の飼い主のマナー違反により、他の飼い主の方々が肩身の狭い
思いをしている現状があります。

マナーを守って周りの人に迷惑をかけないよう責任をもって犬を飼いましょう。

●回収用具の携行
飼い主の方は散歩の際に、ふんを回収するためのスコップや袋を携行し、
回収したふんは必ず自宅に持ち帰り処分してください。

●ふんの回収方法について
①　ふんの処理について
(１)犬がふんを排泄したら、その場でティッシュをかぶせて、裏返しにした袋を手にはめます。

(２)ティッシュの上から摘んで拾い上げ、そのまま裏返した袋を元に戻せば、

　　とても簡単に、且つ衛生的に回収できます。

(３)また、便意を催した犬の後ろからあてがって、手も道路も汚すことなく簡単に

　　ふんを回収できる「犬用携帯トイレ」も発売されています。

②　尿の処理について
(１)犬が尿を排泄したら、ペットボトル等に水を入れ携帯し、尿を洗い流してください。

飼い主
ふん尿処理用具の携行と、

ふんの持ち帰り。

粕屋町
飼い主が違反したとき、
指導、勧告及び命令。

住　民
飼い主が違反したとき
必要な限りの注意

又は助言。

●問合せ　粕屋町環境生活課　☎938-0198
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「こんにちは　税務課です。」「こんにちは　税務課です。」

　固定資産税の公平で適正な課税のためには、固定資産(建物・土地)の状況を把握する必要があります。

固定資産税は毎年1月1日(賦課期日)の状況を基に課税されます。

　

★建物や土地に次のような変更があった場合は、税務課へご連絡ください。

　○建物の一部または全部を取り壊した

　○建物を新築または増築した

　○事務所や店舗を居住用に変更するなど、建物の用途を変更した

　○未登記建物(法務局に登記していない建物)の所有者が、売買や相続などで変更になった

　○農地を駐車場や資材置場などとして使っている

　※法務局で建物滅失登記や表示登記などの手続きを済ませた物件は、税務課への連絡は必要ありません。

★建物や土地の状況を把握するために「航空写真撮影」を行っています。

　　建物や土地の状況が固定資産税の課税状況と合っているかを調査するために、町内全域の航空写真を

3年に1度撮影しています。

　　3年前に撮影した写真と今回撮影した写真を比べることで、建物や土地の変化を把握し、課税内容と

合っていない場合は、現地の調査を行っております。適正な固定資産税の課税のため、ご理解とご協力

をお願いします。

　　詳しくは、お気軽に粕屋町税務課までお問い合わせください。

　

●問合せ　粕屋町税務課　固定資産税係　☎938-2311（内線422・423）

年
末
調
整
説
明
会
開
催

　
平
成
24
年
分
源
泉
所
得
税
の
年
末

調
整
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

●
対
象
者
　
粕
屋
町
内
の
源
泉
徴
収

義
務
者

●
日
時
　
11
月
21
日
（
水
）　
午
後
２

時
〜
午
後
４
時

●
会
場
　
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵

（
須
恵
町
上
須
恵
１
１
８
０
ー
１
）

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
年
末
調
整
関
係
資
料

●
注
意
事
項

・
バ
ス
・
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
日
時
に
ご
都
合
が
悪
い
場
合

は
、
ほ
か
の
日
時
・
会
場
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　
香
椎
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門

　
☎（
６
６
１
）
１
０
３
１

　
内
線
４
１
３
・
４
１
５

　
福
岡
地
区
の
市
町
及
び
福
岡
県
で

は
、
市
町
税
、
県
税
の
滞
納
処
分
に

よ
り
差
押
え
た
財
産
（
日
用
品
や
家

電
品
な
ど
約
１
５
０
点
）
を
公
売
し

ま
す
。

　
事
前
の
申
込
み
な
ど
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
12
月
１
日
（
土
）　
午
前
９

時
30
分
開
場

●
場
所
　
宇
美
町
働
く
婦
人
の
家

「
し
ー
ず
・
う
み
」（
糟
屋
郡
宇
美

町
平
和
１
ー
14
ー
１
）

●
当
日
必
要
な
も
の

　
購
入
代
金
・
身
分
証
明
書
（
運
転

免
許
証
な
ど
）・
印
鑑
・
委
任
状

（
代
理
人
の
場
合
）

●
問
合
せ
先

▽
粕
屋
町
収
納
課

　
　
　
　
　
☎（
９
３
８
）
０
２
３
２

▽
地
方
税
収
対
策
本
部
福
岡
地
区
特

別
対
策
班
（
福
岡
県
東
福
岡
県
税

事
務
所
内
）

　
　
　
　
　
☎（
６
４
１
）
０
１
７
０

合
同
公
売
会
in
う
み
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か
す
や
発
見

か
す
や
発
見

企
画
・
社
会
教
育
委
員
の
会

企
画
・
社
会
教
育
委
員
の
会

粕
屋
町
を
バ
ラ
い
っ
ぱ
い
に

　
粕
屋
町
バ
ラ
サ
ー
ク
ル
は
、
駕

与
丁
公
園
バ
ラ
園
の
創
設
と
同
時

に
発
足
。
以
後
約
10
年
バ
ラ
に
関

す
る
学
習
・
実
習
を
重
ね
、
本
町

バ
ラ
園
の
育
成
に
協
力
し
て
い
ま

す
。

　
バ
ラ
園
で
は
主
に
花
殻
摘
み
と

剪
定
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年

か
ら
実
習
の
成
果
を
踏
ま
え
、
接

ぎ
木
・
挿
し
木
に
も
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
屋
外
の
活
動
で
あ
り
、
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
会
員

相
互
、
協
力
し
て
楽
し
く
活
動
を

続
け
て
お
り
、
当
初
28
名
で
発
足

し
た
サ
ー
ク
ル
も
現
在
43
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
バ
ラ
祭
り
」
の
時
に
は
、

バ
ラ
苗
の
販
売
と
と
も
に
バ
ラ
育

成
相
談
に
も
応
じ
、
た
く
さ
ん
用

意
し
て
い
た
バ
ラ
苗
も
好
評
完
売

致
し
ま
し
た
。

　
　
　
バ
ラ
サ
ー
ク
ル
の
目
的
の

一
つ
に
『
町
花
バ
ラ
の
町
内

い
っ
ぱ
い
運
動
に
寄
与
す

る
」
と
掲
げ
て
い
ま
す
。
粕

屋
町
が
、
心
か
ら
バ
ラ
を
愛

す
る
人
た
ち
が
増
え
、
自
宅

の
み
な
ら
ず
バ
ラ
が
町
い
っ

ぱ
い
に
咲
き
乱
れ
、
そ
の
バ

ラ
を
愛
す
る
心
豊
か
な
人
々

が
集
う
町
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　
我
々
バ
ラ
サ
ー
ク
ル
が
そ

の
一
助
と
な
れ
れ
ば
幸
い
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

粕
屋
町
バ
ラ
サ
ー
ク
ル
代
表

稲
永
久
男

　
12
月
４
日
（
火
）
か
ら
10
日
（
月
）

ま
で
は
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
・

高
揚
を
目
指
す
「
人
権
週
間
」
で
す
。

　
粕
屋
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
の
解
決
を
目
指
し
、
人
権
尊
重

の
町
づ
く
り
を
願
っ
て
、
次
の
と
お

り
町
民
の
つ
ど
い
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
J
O
Y
倶
楽

部
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
９
日
（
日
）　
午
後
１

時
30
分
か
ら
（
午
後
３
時
40
分
終

了
予
定
）

●
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
さ
く
ら
ホ
ー
ル

●
内
容

大
会
行
事

▽
１
部

・
児
童
・
生
徒
人
権
優
秀
作
品
の

表
彰
と
作
文
朗
読
発
表

・
あ
い
さ
つ
運
動
優
秀
作
品
の
表

彰
と
作
文
朗
読
発
表

▽
２
部

　
J
O
Y
倶
楽
部
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト

「
第
33
回
粕
屋
町
人
権
を

尊
重
す
る
町
民
の
つ
ど
い
」

の
お
知
ら
せ

　
開
始
予
定
時
刻
　
午
後
２
時
40

分
〜

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
　
☎（
９
３
８
）
１
４
１

０
　
粕
屋
町
で
は
平
成
18
年
か
ら
開
催

し
て
い
る
「
き
ら
め
き
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
、
今
年
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
知
的
障
が
い
者
の

プ
ロ
楽
団
で
す
。
全
国
各
地
で
年
間

約
60
回
の
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
音
楽
は
、
聴
く
人
を
楽
し
ま
せ
、

心
を
ホ
ッ
と
温
め
て
く
れ
る
優
し
い

音
色
で
奏
で
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら

の
す
て
き
な
音
の
世
界
に
ふ
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
９
日
（
日
）

　
開
演
　
午
後
２
時
40
分(

予
定)

●
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
さ
く
ら
ホ
ー
ル

●
入
場
料
　
無
料

※

当
日
は
、
障
が
い
者
団
体
に
よ
る

バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
介
護
福
祉
課 

障
害
者
福
祉
係
　
☎（
９
３
８
）
０

２
２
９

き
ら
め
き
コ
ン
サ
ー
ト
の
お
知
ら
せ

〜
J
O
Y
倶
楽
部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
会
〜

昨年の多目的ホールでの様子 会場全体で「みんなでタッチ」をしました
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～安全安心、まちづくり粕屋町～

粕 屋 町 安 全 速 報

粕屋町協働のまちづくり課　☎938－0173

　　・ ８月３０日(木) １４：０５ 志免町内 軽四貨物　×　歩行者（６３歳男性死亡）
　　・ ９月　１日(土) １９：０１ 古賀市内 中型貨物　×　歩行者（９３歳女性死亡）
　　・ ９月　５日(水） ６：３４ 久山町内 大型貨物単独（３１歳男性死亡）
　〈最近の交通死亡事故の傾向〉
　○県内の交通事故死者数は増加し、高齢者が半数以上を占めている。
　○道路を歩いての横断中に車にはねられる事故が多い。
　○ドライバーの前方不注意による事故が多い。
　福岡県警察では

　　歩行者の「止まって、見て、待って渡る」運動
　　運転中の「よく見る、早く見つける」運動
を推進しています。
　事故に遭わないよう、起こさないように皆さんで一致協力して交通事故０（ゼロ）、飲酒運転０（ゼロ）
運動を展開していきましょう。

交通死亡事故多発
緊急事態宣言発令中！

粕屋地区で交通死亡事故連続発生
８月３０日～９月５日の１週間で３人の方が亡くなられています。

粕屋町で交通死亡事故発生！
　　10月4日（木）18:22ごろ、粕屋町若宮（県道607号線）若宮交差点
　　乗用車が左折時に横断歩道を横断中の歩行者（85歳）と衝突（歩行者が死亡）

　
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
間

（
８
年
間
）
が
満
了
す
る
前
に
、
町
が

委
託
し
た
次
の
指
定
工
事
業
者
が
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
は
、
阿
恵
区
、
乙
仲
原
西
区

の
交
換
対
象
宅
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交

換
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　
☎（
６
２
１
）
９
９
２
８

㈱
倉
田
　
　
☎（
９
３
８
）
２
７
０
８

松
山
工
業
㈱
☎（
９
３
８
）
２
２
４
５

●
問
合
せ
　
直
接
各
担
当
の
委
託
業

者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、
粕

屋
町
上
下
水
道
課
☎（
９
３
８
）
０

　
２
３
９
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　交
換
の
お
知
ら
せ

　
粕
屋
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医

療
費
負
担
の
し
く
み
や
健
康
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

年
６
回
、
２
か
月
ご
と
に
「
医
療
費

通
知
」
を
各
世
帯
に
お
届
け
し
、
皆

さ
ん
の
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　
医
療
費
通
知
は
、
受
診
状
況
を
ふ

り
返
り
、
健
康
や
医
療
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
医

療
機
関
か
ら
の
請
求
誤
り
を
防
止
し
、

医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

総
合
窓
口
課
国
保
年
金
係
　
☎（
９

３
８
）
２
３
１
１
　
内
線
４
４
５
・

４
４
６
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
ご
注
意
　「
医
療
費
通
知
」
は
、
確

定
申
告
を
さ
れ
る
際
の
医
療
費
控

除
の
「
領
収
書
等
」
に
は
当
た
り

ま
せ
ん
の
で
、
確
定
申
告
を
さ
れ

る
際
に
は
必
ず
「
領
収
書
」
に
て

申
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

医
療
費
通
知
（
医
療
費
の
お

知
ら
せ
）
を
ご
存
知
で
す
か
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かすやドームで企画
されたコーナーです。

体育館 プール

　
10：00～21：30
10：00～19：30

トレーニング室

プールアリーナ

・体育館（当日2時間）及び
　武道場、トレーニング室、
　スタジオ（軽体操室）
　　300円　一般
　　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　　400円　一般
　　300円　高校生
　　200円　小・中学生･65歳～
　　100円　幼児
＊幼児は2歳以上でおむつが完全に
　とれていることが条件となります

★施設利用料(2時間）

体育館（アリーナ）・公園

★そのほかにも、さまざまな教室・レッスンがあります。
　詳しくは館内チラシ・お電話などでご確認ください

高校生以上の方から利用できます

   10：00～22：00
9：00～21：00

火～金曜日
土・日・祝日

 平　日　11：00　13：00　15：00　20：00
 土日祝　11：00　13：00　15：00　17：00

＊月曜日は休館日となっています。
＊祝日営業日は、教室はすべて休講となります。

★ホームページ（教室チラシ・お知らせなども…）　http://www.kasuyadome-sc.jp

トレーニング室講習会開催時間（毎日4回実施）

エクササイズスタジオ(軽体操室)

●プール土日祝の閉館時間が早くなります
　　11月よりプール土日祝　19:30閉館となります。
　　平日は従来どおり　21:30閉館です。
●11月23日（祝・金）はラン＆ウォーク開催
　　申込み締切は11月16日（金）となっています。
　　ぜひご家族で、お1人で、お友達とご参加ください。
●詳細はホームページでも確認できます
　　各教室やレッスンなどのチラシも確認できます。

秋以降のクール制教室の受付開始日のご案内
各教室は事前申込みが必要です。定員によりお申込みができない場合があります。

寒さに負けないこどもになろう
◎幼児*注2対象の教室
　・幼児スポーツ教室（体操・
　　　ミニサッカー・ハンドボール）
　・こども水泳教室（くらげクラス）
*注2・・・H18年4月2日～H20年4月1日まで
　　　　にお生まれの未就学児

◎小学生対象の教室
　・こども水泳教室（１～6年生）
　・こども体操教室（1～3年生）

　★「こども水泳」（継続の方*注1のみ）

　★「幼児スポーツ」（新規・継続）
　★「こども体操」（新規・継続）

同時申込
できます

11月10日（土）
9:00 ～受付

11/10は各教室とも
プールにて

受付いたします。

＊こども水泳教室の新規申込みの方は 11月11日（日）　9:00～
　 プールにて受付開始となります。

各教室の詳細は、館内チラシやホームページ
などでご確認ください。

内転筋を鍛え、太ももを引きしめよう
　
今回はどなたでも簡単にできる内転筋群のト
レーニングを紹介します。内ももにある内転
筋は、歩く、走るでは鍛えられません。内転筋
が弱まると歩行バランスが悪くなり、後々ヒザ
の痛みなど日常生活に影響が出る場合があり
ます。写真のようにボールなどを強く挟む⇒
緩めるを繰り返し行い内転筋を鍛えましょう。
太もものシェイプアップにもおすすめですよ。

水温・室温約30℃の温水プールです。
この時期でも快適にご利用できます。採暖
室（60℃）やジェットプール（38℃）も完備。
スイミングで全身運動や、水中ウォーキン
グで下半身強化など多目的にご利用でき
ます。

プールレッスン★「水泳入門」～はじめの一歩～
毎週水曜12:10 ～（30分）　施設利用料＋300円

全く泳げない方向けのレッスンで、水に浮けるよう指導します。

かすやドームスタジオで、楽しく体を
動かしませんか。（高校生以上の方）
　
初めての方でも入りやすいレッスンとし
て、「はじめての・・・」といったレッスン
もあります。レッスンは1回単位で好き
な時に参加できます。
各40分　施設利用＋300円

初めてトレーニング室を利用
する方は初回講習会の受講が
必要です。
講習会受講には、室内用シュ
ーズとトレーニングウェア、施
設利用料；受講料200円が必
要です。

トレーニングマシンの効果的な使い方
やストレッチ方法なども指導します。

★「はじめてのヨガ」 ★「はじめてのエアロ」
　火曜13:00～/木曜18:40～ 　水曜13:00 ～

★「はじめてのステップ」 ★「はじめてのピラティス」
　水曜14:00～ /金曜11:20～ 　水曜20:20～/木曜14:00～

かすやドームでは、楽しく運動ができるレッスンを開講しています。

・25ｍ×7レーン（屋内温水プール）
・水温30℃　室温31℃

★テニス教室はじめてクラス　対象：大人　定員各10名
　　12月開催分　受付開始日　11/14（水）12：00～

　　水曜昼クラス　12:15～13:15 （各クラス　3回2,250円）

　　木曜昼クラス　12:15～13:15 夜クラス　21:00～21:50

　　　＊はじめての方むけの室内硬式テニス教室です。

★大人ランニング教室　定員15名
　　毎週火曜　19:30～21:00　雨天中止（公園を走るため）

　　料金　1回券　1,300円　　4回券　4,000円（期限8週間）

　　　＊初心者から経験者まで、好きな時から始められます。

*注1・・・こども水泳H24年第1期、短期、短期集中、第2期教室のいずれか
　　　　 に参加された方

営業
時間

(施設予約受付時間は閉館30分前まで)

秋の短期教室
第3期教室(1月～)
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No.149 図書館で企画された
コーナーです。

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金のみ）　

開館
時間

問合せ　粕屋町立図書館　☎939-4646
HPアドレス　 http://libkasuya.jp/
携帯版ＨＰアドレス
http://ilisod001.apsel.jp/kasuya-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

　今年も11月10日（土）・11日（日）の2日間にわたって週末のミニシアタースペシャルを開催いたします。
　会場は、粕屋フォーラム2階視聴覚室。参加は無料、事前の申し込みは不要です。お気軽にご参加ください。

週末のミニシアタースペシャル週末のミニシアタースペシャル

場所：おはなしのへや
☆あかちゃん向け☆　（第1・3金曜日）

　11月2日・16日
11：00～／ 11：30～　（二部制です）
☆ちいさい子向け☆　（第2・4金曜日）

11月9日・23日
11：00～／ 11：30～　（二部制です）
☆おおきい子向け☆　（毎週土曜日）
11月3日・10日・17日／ 11：00～
☆小学生向け☆　（第1・3日曜日）
11月4日・18日／ 15：00～

★今月のおはなし会★
　　　 11月18日（日）　14：00～ 15：30
「漢方の考え方」
講師：平田　道彦　氏
場所：粕屋フォーラム　2階視聴覚室
定員：50名
申込不要・入場無料です。お気軽にご参加ください。

雑学セミナーのおしらせ

館内整理日

休 館

休 館

休 館

休 館

日 火月 木水 金 土

11 が つ は、休館日です。

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29
振替休館日

振替休館日

11月10日（土）
午前の部（10：30～ 12：10）

『男はつらいよ　柴又慕情』
昭和47年／松竹／上映時間107分
監督：山田洋次　　　　　　　
出演：渥美清、吉永小百合、他

　旅先で妹夫婦の不吉な夢を見て、柴又へ戻った寅さん
だったが、自分の部屋が貸し間になっているのにむくれ、
下宿探しを始めた。が、不動産屋に案内されたのがとら
やで、しかも手数料を請求されて大喧嘩。その後旅に出
た寅さんは金沢で三人娘に出逢うのだった。

午後の部（14：00～ 15：40）

11月11日（日）
午前の部（10：30～ 12：30）

『ティファニーで朝食を』
1961年／アメリカ／上映時間114分・カラー・字幕

監督：ブレイク・エドワーズ　　
出演：オードリー・ヘップバーン
　　ジョージ・ペパード、他

　憧れの宝石店「ティファニー」のショーウィンドウ前で
デニッシュを食べるホリーは、大都会・ニューヨークに引
っ越してきたばかりの駆け出し作家・ポールと出会う。や
がてポールは彼女の風変わりな魅力にすっかり虜になる。

『男はつらいよ　寅次郎ハイビスカスの花』
昭和55年／松竹／上映時間104分
監督：山田洋次　　　　　　　
出演：渥美清、浅丘ルリ子、他

　博が歌手のリリーと会った一か月後、寅さんが柴又へ
帰ってきた。そこへリリーからの手紙が届き、沖縄で入
院中だという。早速、苦手な飛行機にまで乗って、リリ
ーの看護に駆け付ける寅さんだった。退院後、療養のた
めに部屋を借り、夫婦のような生活を送る二人だったが、
寅さんの鈍感さで喧嘩になり…。

『喝采』
1954年／アメリカ／上映時間104分・モノクロ・字幕

監督：ジョージ・シートン
出演：グレース・ケリー　

          　　ビング・クロスビー、他

　ミュージカルスターとして活躍していたフランクは、
数年前に自らの不注意で息子を事故死させてしまい、そ
れ以来酒に溺れ、演技に精彩を欠いていた。そんなある
日、若き舞台演出家バーニーから新作舞台の出演依頼が
入る。

午後の部（14：00～ 15：40）

　11月の3歳児ブックスタートフォローアップ事業
実施日は11月17日（土）です。
対象は平成21年9月と10月生まれのお子様です。
　3歳児健診時にお配りした「おはなし会整理券」と
「母子手帳」をお持ちください。
※平成21年4月～8月生まれで、まだ参加されていな
　い方も参加できます。
　詳しくは、図書館へお尋ねください。

～ご存知ですか？  3歳児ブックスタート～

絵本のプレゼ
ントが

あります
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放
火
は
、
自
分
自
身
が
い
く
ら
注

意
し
て
い
て
も
防
ぎ
き
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、「
放
火
さ
れ
な
い
」

「
放
火
さ
せ
な
い
」
環
境
を
作
る
こ
と

で
放
火
を
少
な
く
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
放
火
さ
れ
て
も
被
害
を

大
き
く
さ
せ
な
い
」
の
も
予
防
の
う

ち
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
管

内
で
は
、
平
成
23
年
中
に
火
災
が
42

件
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
原

因
が
「
放
火
の
疑
い
」
に
よ
る
火
災

は
５
件
発
生
し
ま
し
た
。

　「
放
火
の
疑
い
」
に
よ
る
火
災
は
、

全
火
災
に
占
め
る
割
合
の
約
11
・
９

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
以
降
、
５
年
間
連
続
し

て
出
火
原
因
が
最
も
多
か
っ
た
の
が

「
放
火
・
放
火
の
疑
い
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

放
火
に
よ
る
火
災
の
防
止
に
つ
い
て

粕
屋
南
部
消
防
本
部
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

 

地
域
住
民
み
ん
な
で
、

　
　
　
　放
火
に
よ
る
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

・家の周りの環境整理をしましょう。 
・目の届かない物置には、常に鍵をかけましょう。 
・ビル、マンション内のごみ置き場は放火の恰好の
　的。夜間は施錠するなどの対策を。
・外灯をつけておくなど、戸外を明るくしましょう。 
・車両などのボディカバーは、「防炎品」を使いましょう。 
・車には鍵をかけ、貴重品などを入れておかないようにしましょう。 
・空き家には、鍵をかけるなど人が出入りできないようにしましょう。 
・空き地は、枯草を刈り取るなど、きちんと管理しましょう。 
・外出時には、隣近所に声かけをしましょう。 
・地域の皆さんで放火防止に目と心を配りましょう。 

放 火 を 防 ぐ に は

　
11
月
9
日
（
金
）
か
ら
15
日
（
木
）

ま
で
の
1
週
間
、
秋
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
、
防
火
防
災
に
関
す

る
正
し
い
知
識
と
防
災
行
動
力
を
高

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
火
災

の
発
生
・
拡
大
を
防
止
し
、
尊
い
生

命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
立
入
検

査
、
消
防
演
習
な
ど
様
々
な
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
防
火
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
実
施
機
関
　
粕
屋
南
部
消
防
組
合

消
防
本
部
・
南
部
消
防
署
・
中
部

消
防
署
・
志
免
町
・
宇
美
町
・
須

恵
町
・
粕
屋
町
・
篠
栗
町
・
久
山

町
消
防
団
・
粕
屋
南
部
地
域
防
災

協
会

火
災
か
ら
尊
い
命
を
守
ろ
う

「
全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が
始
ま
り
ま
す

統一標語

消
す
ま
で
は

　出
な
い
行
か
な
い

　離
れ
な
い

●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器などを設置する。

●寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。

●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。

●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

●寝たばこは、絶対やめる。

●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

●ガスこんろなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。

３つの習慣

４つの対策

※火災予防運動期間中、町内全域にわたり消防署・消防団では、防火を呼びかける巡回広報を行います。また、

午前７時と午後９時にサイレンを鳴らします。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。
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11月の催し物

12月の催し物

サンレイクかすやで企画されたコーナーです。

※フロアコンサートの内容は、予告なく変更、追加及び
　中止することがあります。あらかじめご了承ください。

フロアコンサートは、２階ラウンジにて開催する鑑賞
無料のコンサートです。お気軽にお越しください。

・・・さくらホール ・・・多目的ホール

※催し物は変更・追加及び中止することがあります。あらかじめご了承ください。

●開館時間　　　9：00～22：00
●予約受付時間　9：00～21：00

11月5日(月)は休館日です。
ホームページは　粕屋町　サンレイク　検索

このページに関するお問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

問合せ　粕屋町社会教育課 ☎938-1410

問合せ　カラオケステージ花道
☎938-9220　☎090-2961-1023

問合せ　セイハ英語学院
☎263-5201　☎090-6423-8438

問合せ　わかば保育園 ☎939-6111

English Fetival

粕屋町人権を尊重する町民のつどい

2012年 年忘れライブ花道歌謡祭

音楽発表会

第27回 深山喜公幸会 おさらい会

問合せ　☎090-9567-0125 本部

クリスマスコンサート
問合せ　なみ音楽教室 ☎938-6331

クリスマスコンサート
主催：安東・松谷ピアノ教室

入場
無料

「ないた赤鬼」
前売　大人 400円　子ども 100円
当日　大人 600円　子ども 200円

全席
指定

※こども料金は、3歳以上12 歳(小学生)以下とさせていただきます。
※3歳未満は無料、ただしお座席を確保される場合はこども料金を頂きます。

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

上演時間、内容につきましては、
サンレイクかすや館内掲示および、
当ページさんさんサンレイクで、
順次お知らせいたします。
たくさんのご来場をお待ちしております。

平成25年1月20日（日）　さくらホール

パソコン初心者講座　受講生募集
日　程　平成25年1月10日～3月28日
　　　　　　　　　　　(毎週木曜日・全12回)
時　間　19:00～21:00
場　所　マルチメディアルーム
　　　　　※パソコンはこちらでご用意いたします。
定　員　15名程度　
　　　　　※定員となりしだい、締切りとさせていただきます。
対象者　パソコン使用経験のない方
受講料　13,500円(3か月分[全12回])　
　　　　　　　　　※別途テキスト代(2,500円前後)

サンレイクかすや受付窓口にて募集中
後援：粕屋町教育委員会

11月21日(水)　13:30～

ハーモニカコンサート
＜出演＞ハーモニカ風の会

＜曲目＞瀬戸の花嫁、青春時代、里の秋、
　　　　　　　 さざんかの宿、コンドルは飛んでゆくほか

開催日 会場催 事 名

11
 日 
(日)

11
 日 
(日)

22
 日 
(木)

25
 日 
(日)

10
 日 
(土)

４
日
(日)

3
日
(土)
(祝)

開場 9:00　開演 9:30
菊声会歌謡教室発表会

問合せ　Sachiko Hula Studio
☎938-4390

博多高等学校吹奏楽部

Sachiko Hula Studio フラ発表会
開演 13:00

ゲスト：加川　明

10:00～15:30
問合せ　粕屋町子ども未来課

☎938-0214

粕屋町文化祭

かすや子どもの日
第5回 わっしょいフェスタ

問合せ　☎947-0122 山下

10:00～18:00

かすやミニカルチャー
一日体験講座

1コースにつき　500円～1,000円
※11月10日締め切り（各コース10名程度）
①セルフジェルネイル　②プリザーブドフラワー
③中国古典武術「花架拳」　④長唄三味線
⑤フラダンス　⑥かすやそば打ち教室
⑦美容　⑧篠笛

定期演奏会
開場 14:30　開演 15:00

開場 9:30　開演 10:30

開場 9:00　開演 9:30

開場 9:15　開演 9:30

問合せ　博多高等学校　☎663-5051

問合せ　☎938-4821 石橋

開催日 会場催 事 名

1
 日 
(土)

2
 日 
(日)

8
 日 
(土)

9
 日 
(日)

16
 日 
(日)
23
 日 
(日)
(祝)

24
 日 
(日)
(振)

開会　13:30

午前の部　開場 10:00　開演 10:30
午後の部　開場 14:00　開演 14:30
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県
展
入
選
お
め
で
と
う

花
道
歌
謡
教
室
発
表
会

　
町
長
は
じ
め
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、

執
り
行
い
ま
し
た
。
会
長
挨
拶
の
後
、

来
賓
祝
辞
を
賜
り
、
長
年
に
わ
た
り

文
化
協
会
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
向

野
正
幸
氏
、
谷
川
研
一
氏
、
田
代
ウ

メ
ノ
氏
に
功
労
者
と
し
て
、
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
我
々
も
、
こ

の
20
年
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
輩
た

ち
に
敬
意
を
表
し
、
30
年
40
年
と
繋

い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。
続
い
て

講
師
に
よ
る
舞
台
公
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
日
頃
、
生
徒
に
厳
し
く
接
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
先
生
方
の
さ
す

が
と
い
う
演
技
、
歌
声
に
、
酔
い
し

れ
ま
し
た
。
展
示
部
門
で
も
、
先
生

部

　の

　紹

　介

絆

　会

粕
屋
太
鼓 

ガ
イ
ア
の
響
き

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
No.249

記
念
式
典
を
終
え
て

方
の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
接
し
心
洗

わ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
は
じ
め
多
く
の
方
々

が
お
見
え
に
な
り
、
粕
屋
町
の
文
化

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。

　
第
68
回
県
展
が
９
月
４
日(

火)

か

ら
30
日(

日)

ま
で
県
立
美
術
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
会
会
員
の
本
郷
蓉
子
氏
が
、
日

本
画
部
門
「
暦
日
シ
エ
ナ
」
で
見
事
、

入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
ん
に
ち
は
花
道
で
す
。
こ
の
度

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
に
て
、
12
月
２

日(

日)

に
歌
謡
発
表
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
練
習
の
成
果
を
聞
い
て
く

だ
さ
い
。
９
時
開
場
、
９
時
30
分
開

演
で
す
。
皆
さ
ま
是
非
、
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
応
援
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

9月22日(土)さくらホール
にて、盛大に行われました。

創立20周年を祝う創立20周年を祝う

　
私
た
ち
は
、
６
月
よ
り
発
足
し
ま

し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
者
の
集
ま
り

で
男
性
２
人
、
女
性
２
人
の
計
４
人

で
練
習
し
て
お
り
ま
す
。
バ
ラ
祭
り

の
時
に
出
会
っ
て
話
し
合
っ
た
結
果
、

一
緒
に
演
歌
の
花
道
で
練
習
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
名
前
は
、
た
ま

た
ま
の
出
会
い
を
大
事
に
す
る
事
で

絆
会
と
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
教

え
て
い
た
だ
い
た
先
生
に
は
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
講
師
　
藤
　
善
人

●
練
習
日
時
　
第
１
・
４
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時

●
連
絡
先
　
太
田
健
策

　
　
　
　
　
☎（
９
３
９
）
１
１
０
０

　
平
成
17
年
に
設
立
。
ガ
イ
ア
と
は

地
球
と
い
う
意
味
で
、
地
球
の
中
か

ら
太
鼓
の
音
を
と
名
付
け
ま
し
た
。

　
小
学
１
年
生
か
ら
入
会
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
青
少
年
健
全
育
成
を

目
的
に
古
来
、
伝
統
芸
能
の
太
鼓
の

音
を
子
供
た
ち
に
継
承
し
「
１
人
は

皆
の
た
め
に
、
皆
は
１
人
の
た
め
に
」

を
合
言
葉
に
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
22
・
23
年
に
は
福
岡
県
大

会
で
、
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

●
練
習
日
時

　
水
曜
日
　
午
後
８
時
〜
午
後
10
時

　
金
曜
日
　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

　
土
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

●
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
連
絡
先
　
久
我
純
治

　
　
　
　
　
☎（
９
３
９
）
２
９
２
５
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【同和・人権問題啓発講演会】
主催　解放同盟表粕屋地区協議会
9月15日（土）サンレイクかすや

【残念でした。粕屋町民運動会の中止】

敬
老
会･

運
動
会

文
化
祭
準
備

　
９
月
は
各
支
部
で
行
わ
れ
る
行
事

に
励
み
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
各
地
域
の
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
普
段
か
ら
お
年
寄
り
と
馴
染

み
の
あ
る
団
員
も
な
い
団
員
も
、
地

域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
話
す
機
会
が
持
て
、
と
て
も
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
部
ご
と
に
運
動
会
も
行

わ
れ
、
競
技
に
参
加
し
た
り
、
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
し
た
り
な
ど
、
地
域
の

方
々
と
深
い
交
流
が
出
来
ま
し
た
。

　
粕
屋
町
文
化
祭
に
向
け
て
、
本
格

的
に
準
備
、
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
各
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
当
日

の
進
行
や
バ
ザ
ー
、
広
報
活
動
な
ど

自
分
た
ち
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
理 粕屋町青年団で企画されたコーナーです。

粕屋町婦人会で企画されたコーナーです。

解
し
、
協
力
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
劇
の
練
習
に
も
気
合
が
入
っ

て
き
て
い
ま
す
。
役
者
の
人
は
セ
リ

フ
や
演
技
を
監
督
指
導
の
下
、
毎
日

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

以
外
に
、
絵
や
道
具
、
衣
装
係
の
人

も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

毎
日
の
練
習
で
団
員
た
ち
の
心
も
一

つ
と
な
り
、
更
に
粕
屋
町
青
年
団
の

団
結
力
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

【粕屋町婦人会会員全体会議】
9月19日（水）サンレイクかすや団体室

　10月・11月の活動計画と文化祭に向けての話し
合いをしました。私たちに出来る事を模索しアイ
ディアを出し合い活動しています。
　文化祭のバザ
ーではかしわご
飯・うどん・お
でん・ぜんざい
を作ります。ぜ
ひ、バザー会場
へお越しくださ
い。

　・演題　いのちのバトンタッチ
　　　　　～映画おくりびとによせて～
　・講師　青木 新門氏
　映画「おくりびと」の原作となった「納棺夫日記」
の著者であり、詩人です。葬儀社で遺体をお棺に
納める湯灌・納棺の仕事を専従にしていた頃、家
族や親戚から「親族の恥」と罵られ世間体を気にし、
自分を卑下して隠れるように生活していたといい、
生と死を分けて思考し生に価値を置き死を隠蔽し
ようとする社会に疑問をいだきます。
　死者の顔のほとんどが安らかな柔和な顔をして
いるという納棺の現場で生まれた詩を紹介します。

　　　　　　「いのちのバトンタッチ」
人は必ず死ぬのだから
いのちのバトンタッチがあるのです
死に臨んで先に往く人が
「ありがとう」と云えば
残る人が
「ありがとう」と応える
そんなバトンタッチがあるのです
死から目をそむけている人は
見そこなうかもしれませんが
目と目で交わす一瞬の
いのちのバトンタッチがあるのです。

　

　9月30日（日）、台風17号の影響で運動会は中止
になりました。
　和太鼓愛好会「雅」の和太鼓と「健康かすや21作
業部会」のメンバーや、会場の皆さんにも参加し
ていただいて一緒に粕屋町民音頭・炭坑節を踊ろ
うと楽しみにしていましたのに…。
　来年こそは皆さんもご一緒に楽しく踊りましょ
う。

無理せず、楽しく出来ることを

■ 11月の活動予定　　 ☆11月3日（土）・4日（日）  第40回粕屋町文化祭
　　　　　　　　　　　☆11月15日（木） あいさつ運動　　☆11月24日（土） ひとり暮らし高齢者と語る会
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こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
ろ
う

　

  

〜
防
暑
会
に
て
〜

ぱ
ー
る
会
の
活
動
紹
介

第
18
回
糟
屋
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

次
世
代
育
成
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
セ
ミ
ナ
ー

No.142

粕
屋
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で

企
画
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
８
月
29
日
（
水
）、
福
岡
リ
ー

セ
ン
ト
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
防
暑

会
が
あ
り
ま
し
た
。
手
話
サ
ー
ク

ル
だ
け
の
集
ま
り
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

の
グ
ル
ー
プ
が
来
て
い
て
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。
美
味
し
い
料
理
の

食
べ
放
題
や
ビ
ン
ゴ
大
会
も
あ
り
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
私
の
前
の
席
に
は
ろ
う
あ
者
の

方
が
座
っ
て
い
て
、
初
め
ま
し
て

の
あ
い
さ
つ
と
自
己
紹
介
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
も
下
手
な

手
話
で
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
い
つ
か
ら
手
話
を
始

め
た
の
か
、
始
め
た
き
っ
か
け
な

ど
を
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
答
え
よ

う
と
し
ま
す
が
な
か
な
か
手
が
つ

い
て
い
か
ず
、
ま
だ
ま
だ
手
話
で

の
や
り
と
り
は
難
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。

　
そ
れ
で
も
何
と
な
く
手
話
が
読

み
取
れ
た
り
通
じ
た
り
す
る
と
う

れ
し
く
て
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

っ
て
覚
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

手
話
の
会
　
林
る
り
子

　
ぱ
ー
る
会
は
、
三
つ
葉
の
里
で

の
奉
仕
活
動
と
、
広
報
か
す
や
・

議
会
だ
よ
り
・
社
協
だ
よ
り
を
テ

ー
プ
に
吹
き
込
む
音
訳
活
動
の
２

班
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
音
訳
で
は
、
月
末
に
集
ま
り
、

翌
月
号
の
ど
の
ペ
ー
ジ
を
誰
が
い

つ
音
訳
す
る
か
と
い
う
割
付
を
し

ま
す
。
サ
ン
レ
イ
ク
の
部
屋
の
空

き
と
会
員
の
都
合
を
照
ら
し
合
わ

せ
て
期
日
と
時
間
を
調
整
す
る
一

方
で
、
漢
字
の
読
み
方
、
表
の
読

み
方
な
ど
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
お
名
前
は
難
し
く
、
ふ
り
が

な
が
あ
っ
た
ら
助
か
り
ま
す
。

　
後
日
、
録
音
、
マ
ス
タ
ー
テ
ー

プ
の
複
製
を
す
る
ダ
ビ
ン
グ
、
配

布
と
作
業
が
続
き
ま
す
。
音
訳
テ

ー
プ
は
、
役
場
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　
素
人
集
団
な
の
で
お
聞
き
取
り

に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
一
度
聞
い
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

運
営
委
員
会
（
ぱ
ー
る
会
）

案
浦
千
春

　
９
月
18
日
（
火
）
午
後
、
宇
美

町
う
み
ハ
ピ
ネ
ス
２
階
視
聴
覚
室

に
お
い
て
、
30
名
が
参
加
し
て
糟

屋
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
交
流
は
、
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、「
要
支
援
者
の
声
を
聞
い

て
、
そ
の
た
め
に
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
考
え
、
見
つ
め
直

す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
意
見
交

換
を
す
る
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
要
支
援
者
の
声
を
聞
く
こ
と
は

十
分
に
で
き
て
い
な
い
よ
う
で
す

が
、
民
生
児
童
委
員
さ
ん
や
福
祉

委
員
さ
ん
と
一
緒
に
訪
ね
て
い
っ

て
希
望
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
希
望
さ
れ
る
ニ
ー
ズ
を

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
受
け
入
れ
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
、
整
理
す
る
必

要
が
あ
り
、
さ
ら
に
社
協
寄
り
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
寄
り
か
と
い
う
判

断
を
迫
ら
れ
る
と
い
う
声
も
あ
り

ま
し
た
。

　
同
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
と
し

て
生
の
意
見
交
換
を
通
し
て
、
今

後
の
活
動
に
元
気
を
出
そ
う
と
い

う
励
ま
し
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

運
営
委
員
　
森
玲
子

　
か
す
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、
平
成
25
年
２
月
に
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
次
世
代

育
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
セ
ミ
ナ

ー
を
３
回
に
わ
た
っ
て
開
催
す
る

予
定
で
す
。
内
容
は
、

　
①
地
域
と
共
に
子
育
て（
仮
題
）

　
②
子
ど
も
の
心
と
体
の
発
達
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
仮
題
）

　
　
子
ど
も
の
安
全
（
仮
題
）

　
③
わ
ら
べ
う
た
と
絵
本

と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
次

号
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。



27

経
営
な
ん
で
も
相
談
会

開
催

粕
屋
管
内
商
工
会

　
広
域
連
携
講
習
会

粕
屋
町
商
工
活
性
化

事
業
報
告
会

粕
屋
町「
飲
酒
運
転
根
絶
」条
例

制
定
記
念
花
火
大
会
ス
ケ
ッ
チ

・
飲
酒
運
転
根
絶
ポ
ス
タ
ー
展

審
査
結
果
発
表

粕
屋
町
文
化
祭
商
工
会

会
員
企
業
P
R
コ
ー
ナ
ー

か
よ
い
の
駅(

社
会
実
験)

オ
ー
プ
ン

　　
税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
21
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員
　
税
理
士
ほ
か

※

相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
の
秘

　
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
・
問
合
せ

　
粕
屋
町
商
工
会

◎「
若
手
社
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

　
セ
ミ
ナ
ー
」

　
正
し
い
仕
事
の
進
め
方
の
基
本
、

業
務
の
優
先
順
位
の
つ
け
方
な
ど

に
つ
い
て
、
入
社
後
か
ら
現
在
ま

で
を
振
り
返
り
自
己
点
検
し
、
自

分
自
身
の
課
題
を
明
確
に
し
、
さ

ら
に
新
た
な
成
長
目
標
を
設
定
し

ま
す
。

※

２
日
間
コ
ー
ス

●
日
時
　
12
月
12
日（
水
）・
13
日

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　
☎(

９
３
８) 

２
４
５
６「
粕
屋
町
商
工
会
」ま
で

No.104

粕
屋
町
商
工
会
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

（
木
）　
午
後
６
時
30
分
〜
午
後

９
時

●
会
場
　
須
恵
町
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー（
オ
イ
コ
ス
）

●
受
講
料
　
商
工
会
会
員
お
一
人

３
千
円
、
一
般
・
非
会
員
お
一

人
６
千
円

　「
粕
屋
町
活
性
化
委
員
会
あ
す

な
ろ
」で
は
、
町
内
の
若
手
後
継

者
に
よ
る
活
性
化
事
業
報
告
会
を

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
13
日（
火
）

　
午
後
６
時
30
分
受
付

　
午
後
７
時
開
会

●
テ
ー
マ
　「
女
性
経
営
者
か
ら

見
た
粕
屋
町（
仮
題
）」

●
報
告
者

▽
岡
本
房
子
氏（
花
の
お
か
も
と
）

▽
長
本
恵
美
子
氏（
ナ
ガ
モ
ト
コ

ー
ヒ
ー
店
）

▽
藤
野
祥
子
氏（
ぽ
た
り
）

●
会
場
　
粕
屋
町
商
工
会
　
２
階

大
会
議
室

●
参
加
費
　
無
料

　
　

　
町
内
４
校
の
小
学
６
年
生
を
対

象
に「
花
火
大
会
」・「
飲
酒
運
転

根
絶
」を
題
材
に
し
た
絵
画
作
品

を
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
３

２
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
次

の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

■
花
火
大
会
ス
ケ
ッ
チ

金
賞
　
田
中
彩
友
実（
仲
原
小
）

銀
賞
　
黒
木
稚
奈
三（
仲
原
小
）

銅
賞
　
吉
開
寧
々
　(

仲
原
小
）

ほ
か
佳
作
　
６
名

■
飲
酒
運
転
ポ
ス
タ
ー

金
賞
　
宮
﨑
梨
菜（
粕
屋
中
央
小
）

銀
賞
　
緒
方
陸
斗（
粕
屋
中
央
小
）

銅
賞
　
脇
山
　
隼（
粕
屋
西
小
）

ほ
か
佳
作
　
５
名

　
入
賞
者
の
皆
さ
ま
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
11
月
３
日
・
４
日
特
設
屋
外
テ

ン
ト
に
て
商
工
会
企
業
を
広
く
町

民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
P
R
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

　
同
時
に
展
示
企
業
協
賛
品
が
当

た
る
ア
ン
ケ
ー
ト
抽
選
会
も
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　
駕
与
丁
公
園
の
賑
わ
い
の
創
出

と
し
て
の
飲
食
販
売
と
町
内
商
工

業
者
の
情
報
発
信
と
し
て『
か
よ

い
の
駅
』を
期
間
限
定
で
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
是
非
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
18
日（
日
）

●
営
業
時
間
　
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で

●
場
所
　
駕
与
丁
公
園
デ
ッ
キ
広

場
●
販
売
　
弁
当
、
か
よ
い
餅
、
ホ

ッ
ト
ド
リ
ン
ク

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　
無
料
相
談
会

　
福
岡
東
部
法
律
事
務
所〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
厳
守
さ

　
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　
ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
９
日（
金
）

　
午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
研
修
室
３
・
４

●
予
約
・
問
合
せ

　
☎（
６
１
１
） 

４
０
５
７

　
　
０
９
０（
２
３
９
４
） 

９
３
１
９

　
川
口
ま
で
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11月の行事予定

△

11月定例理事会
　　11月6日（火）　粕屋町福祉センター△

女性部長視察研修
　　11月11日（日）～12日（月）　人吉城址△

健康ウォ－キング
　　11月21日（水）　午前10時～　駕与丁公園△

県老連創立50周年記念大会
　　11月30日（金）

９
月
の
行
事
報
告

■
９
月
定
例
理
事
会

　
９
月
４
日
（
火
）　
午
前
10
時

　
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
演
芸
大
会
開
催
に
つ
い
て
、
出

演
者
名
簿
の
提
出
（
10
月
２
日
）

そ
の
他
に
つ
い
て
確
認
、
実
行

委
員
会
の
委
員
と
委
員
会
の
日

程
に
つ
い
て
検
討

・
全
国
一
斉
老
人
ク
ラ
ブ
「
社
会

奉
仕
の
日
」
実
施
報
告
書
提
出

日
（
10
月
２
日
）
の
確
認
と
添
付

資
料
に
つ
い
て

・「
九
州
北
部
豪
雨
災
害
」
に
対
す

る
義
援
金
に
つ
い
て
、
各
単
位

ク
ラ
ブ
か
ら
の
義
援
金
受
入

れ
、
最
終
取
り
ま
と
め
た
義
援

金
額
は
２
７
５
，
７
５
８
円
で

県
老
連
へ
送
金

・
９
〜
10
月
行
事
催
し
予
定
並
び

に
参
加
者
に
つ
い
て
打
合
せ

・
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い

て
、
今
年
も
11
月
実
施
の
予
定

粕屋町老人クラブ連合会で
企画されたコーナーです。

■
２
０
１
２
年
度
「
同
和
」・
人
権

　
問
題
啓
発
夏
期
講
演
会

　
９
月
15
日
（
土
）　
午
後
１
時

　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

・
講
演
　
講
師
　
青
木
新
門
先
生

作
家
・
詩
人
（
映
画
「
お
く
り

び
と
」
の
基
に
な
っ
た
「
納
棺

夫
日
記
」
の
作
者

　
参
加
：
４
役
、
教
養
部
会
理
事

　
５
名

　
戦
後
の
満
州
よ
り
８
歳
で
お
母

さ
ん
と
帰
国
さ
れ
「
納
棺
夫
日
記
」

な
ど
の
作
家
生
活
当
時
、
本
木
雅

弘
さ
ん
と
の
映
画
「
お
く
り
び
と
」

に
係
る
出
来
事
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

■
高
齢
者
安
全
運
転
競
技
大
会

　
９
月
24
日
（
月
）　
役
場
午
前
８

　
時
30
分
出
発
　
博
多
の
森
ド
ラ

　
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
参
加
：
古
川
、
松
本
会
長
、
江

　
頭
、
池
田
女
性
部
長

　
糟
屋
８
市
町
か
ら
団
体
24
名
、

個
人
８
名
、
計
32
名
の
参
加
（
最

高
80
歳
〜
最
低
66
歳
、
平
均
72
歳
）

で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
科

と
実
技
に
当
町
か
ら
の
参
加
者

は
、
日
頃
の
実
力
を
発
揮
し
健
闘

し
ま
し
た
が
、
団
体
、
個
人
と
も

入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
団

　
体
優
勝
は
久
山
町
で
し
た
。

■
演
芸
大
会
に
向
け
て
実
行
委
員

　
会
を
開
催
し
ま
し
た

・
９
月
18
日（
火
）　
午
後
１
時
　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
９
月
28
日（
金
）　
午
前
10
時
30

分
　
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

・
10
月
２
日（
火
）の
理
事
会
で
、

各
担
当
者
の
確
認
と
出
演
順
、

座
席
、
昼
食
場
所
の
抽
選
を
行

い
ま
し
た
。

・
10
月
25
日（
木
）　
演
芸
大
会
準

備
　
糟
屋
郡
老
連
幹
部
研
修
会

（
そ
ぴ
あ
新
宮
）終
了
後
、
理
事

全
員
で
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
に

て
会
場
の
準
備
を
行
い
ま
し

た
。

　
粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
第
31
回
シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会
」を
開

催
し
ま
す
。
町
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
囲
碁
同
好
者
は
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
22
日（
木
）　
午
前
９

時
受
付

●
会
場
　
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

２
階
大
広
間
Ｃ（
和
室
）

●
参
加
費
　
１
，
０
０
０
円（
昼
食

代
）

●
対
象
者
　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方

●
申
込
締
切
　
11
月
12
日（
月
）

●
申
込
窓
口
・
問
合
せ
先

　
粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会（
粕
屋

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　
☎（
９
３

８
）６
８
４
４（
担
当
・
伴
）

シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会

（広告）
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（広告）

　
　
　
　
　 

き
ん
ぷ
う
す
さ

　
ひ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

さ  

が

　
　
　
　
　
　
と  

わ

　
ふ
　
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゃ

　
　
　
　
　
　
あ  

め

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

は  

は

〔
俳
句
〕

草
千
里
金
風
荒
び
山
動
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党
　
　
悦
子

新
松
子
雲
流
れ
ゆ
く
元
寇
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
　
　
栄

粥
す
す
り
生
き
た
戦
中
敗
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
豊
子

神
棚
に
風
を
入
れ
お
り
夏
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
抖
し
子

う
か
う
か
と
生
き
て
今
年
の
紅
葉
待

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
末
　
千
鶴

墓
石
の
埃
流
る
る
白
雨
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
孝
子

新
涼
や
若
鶏
の
声
変
わ
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
ク
ニ
子

人
気
な
き
校
舎
に
し
み
る
法
師
蝉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
幸

日
に
風
に
色
深
く
な
る
唐
辛
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
菜
穂
子

彼
岸
花
芯
の
強
さ
を
教
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
弘
子

送
り
火
や
榾
を
残
し
て
眠
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
千
鶴
子

「
菱
や
ん
よ
ー
」
声
も
な
つ
か
し
佐
賀

ん
町
　
　
　
　
　
　
　
　
小
栁
　
信
一

退
職
後
妻
に
従
ふ
秋
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
ミ
ヨ
コ

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ー
も
老
い
て
村
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
　
澄
枝

秋
晴
れ
や
幼
子
か
す
や
太
鼓
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
戸
　
康
碩

故
里
や
遠
き
日
々
追
う
墓
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
　
富
子

葡
萄
狩
り
摘
み
取
る
子
等
に
手
を
添

え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
忠
俊

風
吹
け
ば
草
の
さ
さ
や
き
虫
の
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
み
ち
子

宮
籠
り
茣
蓙
を
広
げ
て
憇
う
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
河
内
ヒ
サ
ノ

健
康
に
歩
け
歩
け
の
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
岡
千
津
子

虫
の
声
熱
燗
欲
し
い
夕
餉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
藤
千
代
子

秋
の
地
図
思
い
出
探
し
一
人
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
悦
子

一
粒
の
露
の
む
す
び
し
萩
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
ウ
メ
ノ

絵
て
が
み
に
露
草
描
き
て
茶
一
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
た
つ
や

畦
道
に
迷
わ
ず
咲
く
や
彼
岸
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
未
冶
子

垣
根
越
し
色
づ
く
柿
や
文
綴
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
友
子

畑
仕
事
腰
を
伸
ば
せ
ば
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
鍋
　
勝
代

今
日
生
き
る
命
の
切
符
吾
亦
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
弘
子

母
恋
し
永
久
の
別
れ
や
彼
岸
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
　
初

亡
父
母
眠
る
遠
隔
の
地
や
彼
岸
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部
　
絹
代

〔
川
柳
〕

夫
婦
げ
ん
か
妻
が
投
げ
る
器
は
安
物

ば
か
り  

　
　
　
　
　
　
常
松
　
久
英

病
む
友
が
教
え
て
く
れ
た
作
句
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
さ
だ
き

メ
ー
ル
打
つ
孫
の
手
猫
が
戯
れ
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
尋
よ
し
恵

俄
雨
あ
な
た
の
よ
う
に
遣
っ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
鈴
女

梅
雨
の
豪
雨
山
間
の
道
ず
た
ず
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
節
子

ず
た
ず
た
の
想
い
出
瓦
礫
か
ら
拾
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
井
す
み
子

切
り
裂
い
て
老
母
の
手
遊
び
布
ぞ
う

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
城
千
代
子

ず
た
ず
た
に
切
れ
た
民
主
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト  

　
　
　
　
　
楢
原
と
よ
お
き

時
代
遅
れ
ケ
イ
タ
イ
持
た
ず
に
の
ん

び
り
と  

　
　
　
　
　
　
安
井
　
秀
子

誘
わ
れ
て
メ
ー
ル
で
言
え
た
お
断
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
久
島
か
よ
子

発
端
は
い
た
ず
ら
メ
ー
ル
か
ら
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
成
子

旅
先
で
メ
ー
ル
を
添
え
て
土
産
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
本
　
章
志

メ
ー
ル
す
る
若
者
の
指
恋
の
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
さ
く
ら

便
利
さ
が
つ
い
書
く
こ
と
忘
れ
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
ま
ど
か

メ
ー
ル
来
て
や
っ
ぱ
り
私
電
話
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
　
愛

そ
の
先
の
言
葉
は
呑
ん
で
草
む
し
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
武
　
秀
月

〔
短
歌
〕

初
秋
の
池
面
は
澄
み
て
野
仏
の
眉
毛

の
よ
う
な
織
月
あ
そ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
原
　
弘
紹

秋
深
く
も
ず
の
鳴
き
声
冬
の
日
に
肌

に
冷
た
く
さ
む
さ
身
に
汝
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
弘
子

裏
の
森
今
鳴
き
そ
め
し
す
ず
虫
の
は

げ
し
く
鳴
き
て
秋
を
惜
し
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
筋
ア
イ
子

雲
半
ば
若
杉
は
ま
だ
さ
や
け
れ
ど
雲

居
に
隠
る
三
都
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
　
　
勝

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
俳
句
・
川

柳
・
短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、

楷
書
で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連

絡
先（
問
合
せ
先
電
話
番
号
）
を
書

い
て
、
掲
載
希
望
月
の
前
月
１
日

ま
で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ

　
粕
屋
町 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

☎(

９
３
８) 

０
１
７
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）
３
１
５
０
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在宅介護者相談週間のお知らせ
“11月11日は介護の日”です。地域包括支援センターに介護について相談してみませんか。
　　ご家族の健康問題、介護の仕方、生活全般に関わる心配ごとや悩みごとについて、
下記のとおり相談をお受けいたします。
●対　　象　要支援・要介護者を介護している介護者及びその家族
●相 談 日　11月5日（月）～ 11月１6日（金）（土・日曜日を除く）
●相談時間　午前8時30分～午後5時
●場　　所　粕屋町役場1階　介護福祉課内　地域包括支援センター窓口
●申 込 み　不要です。事前にお知らせいただければスムーズにご案内できます。

認知症サポーター養成講座を開催
　認知症について、正しく理解し、認知症の方を見守る応援者の講座です。
　認知症の人や家族の気持ちの理解を深めるために、サポーターの方とお話ししてみませんか。
　　●日時　11月12日（月）　午後1時～午後3時30分
　　●場所　粕屋町役場　2階　大会議室
　　　参加希望の方は、11/9までに地域包括支援センターへご連絡ください。

●問合せ先　粕屋町地域包括支援センター（役場介護福祉課内）　☎938-0229（内線 554・555）

お気軽に
ご相談、お問い合わせください。

夫
や
恋
人
か
ら
受
け
る

暴
力
を
自
分
の
せ
い
だ
と

考
え
て
い
ま
せ
ん
か
!?

　
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
が
暴
力
を
ふ

る
う
の
は
、「
自
分
の
態
度
が
悪
い

か
ら
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

決
し
て
あ
な
た
の
せ
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　「
夫
の
暴
力
は
家
庭
内
の
問
題
だ

か
ら
」「
子
ど
も
の
た
め
に
我
慢
し
よ

う
」
と
相
談
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

　
家
庭
内
や
恋
人
の
こ
と
を
外
部
に

相
談
す
る
こ
と
は
勇
気
の
い
る
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
あ
な
た
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
の

で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

●
相
談
先
　
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
福
岡
県
粕
屋
保
健
福

祉
事
務
所
）　
☎（
９
３
８
）
０
５

１
１

●
受
付
時
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　

（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
心

の
病
を
も
つ
方
を
支
え
る
家
族
の
方

を
対
象
に
、
病
気
の
こ
と
や
今
後
の

生
活
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い

く
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
第
１
回
】

●
日
時
　
11
月
27
日(

火)

　
午
後
２

時
〜
午
後
４
時

●
講
演
　「
こ
こ
ろ
の
病
気
と
そ
の

精
神
保
健
家
族
講
演
会

治
療
に
つ
い
て
」

●
講
師
　
仁
田
坂
洋
子
氏
（
福
岡
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
医
師
）

【
第
２
回
】

●
日
時
　
12
月
５
日(

水)

　
午
後
２

時
〜
午
後
４
時

●
講
演
　「
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お

き
た
い
こ
こ
ろ
の
医
療
」

●
講
師
　
河
野
正
美
氏
（
医
療
法
人

済
世
会
河
野
病
院
医
師
）

※

場
所
は
い
ず
れ
も
、
粕
屋
保
健
福

祉
事
務
所
大
会
議
室
（
粕
屋
町
大

字
戸
原
２
３
５
ー
７
）

●
参
加
費
　
無
料
　

●
申
込
み
　
事
前
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
50
名
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

●
そ
の
他

▽
全
２
回
の
受
講
を
基
本
と
し
ま
す

が
、
ど
ち
ら
か
１
回
の
参
加
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

▽
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
公
共
交

通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
Ｊ
Ｒ
長
者
原
駅
よ
り
徒
歩
約
10

分
、Ｊ
Ｒ
伊
賀
駅
よ
り
徒
歩
約
５

分
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
　
粕
屋
保
健
福

祉
事
務
所
　
☎（
９
３
９
）
１
１
８

５

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
つ
き
ま
と
い
（
ス
ト
ー
カ

ー
）
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ

っ
た
ら
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も

一
人
で
悩
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
、

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
12
日
（
月
）・
18
日

（
日
）　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
）

●
相
談
電
話
番
号  

☎
０
５
７
０（
０

７
０
）
８
１
０（
全
国
共
通
）

●
問
合
せ
　
福
岡
法
務
局
人
権
擁
護

部
　
☎（
８
３
２
）
４
３
１
１

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
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御

　
礼

寄
附
受
納
団
体

寄
　
贈
　
主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
の
方
々
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

花
ヶ
浦
区

花
ヶ
浦
長
寿
会

花
ヶ
浦

有
江
　
京
子

有
江
　
　
誠

78

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

上
大
隈

安
武
　
　
司

瀧
本
　
静
男

86

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

江
辻
区
老
人
ク
ラ
ブ

江
　
　
辻

山
野
　
　
信

山
野
サ
ガ
ミ

82

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
者
原
上
長
寿
双
葉
会

長
者
原
上

髙
濱
　
素
彦

髙
濱
　
和
子

95

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

上
大
隈

瀧
本
　
マ
キ

瀧
本
　
　
繁

88

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
橋
一

高
木
　
二
郎

高
木
サ
チ
子

96

９
月
１
日
〜
９
月
30
日
（
敬
称
略
）

　献血に協力していただける方が年々減少しています。血液は長期保存で
きないため、皆さまの定期的なご協力が必要です。
　平成24年度第1回献血を下記のとおり実施しますので、お誘い合わせの
うえご参加くださいますようお願いいたします。

※初めて献血される方は、ご自身を証明できるもの
　（運転免許証、健康保険証など）の提示が必要です。
※献血カードをお持ちの方は、お持ちください。

●問合せ　粕屋町介護福祉課　☎938-0229
　　　　　福岡県赤十字血液センター
　　　　　　　　　　　　　　☎921-1400

●日時　11月28日（水）
　　　　午前10時～午後３時30分

●場所　サンレイクかすや　音楽室

献血にご協力ください

全国初　県と市町村が共同で設置・運営

11月18日、福岡共同公文書館オープン
　公文書は、各自治体の政策や事業の意思形成過
程を知ることができる貴重な資料です。明治以降
の歴史資料として重要な公文書を住民の共有財産
として適切に保存し、未来に残していくため、県
と市町村（政令市を除く）が共同で筑紫野市に公
文書館を開設しました。
　収蔵規模は、書架延長26.4km、県公文書約21
万冊、市町村公文書約67万冊が収蔵できます。
公文書館を通じて皆さんのまちの歴史を辿ってみ
ませんか。
●問合せ先　福岡共同公文書館　☎919－6166
　　　　　　〒818－0041　筑紫野市上古賀1丁目3番1号

JR鹿児島本線
二日市駅下車→西鉄バス「警察署前」下車
西鉄大牟田線
二日市駅下車→西鉄バス「警察署前」下車

交通アクセス

◎
12
月
の『
町
長
と
語
ろ
う
』は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん

　
12
月
の
「
町
長
と
語
ろ
う
」
は
、
12
月
議
会
の
た
め
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

11月の税金
固定資産税　　　第３期
国民健康保険税　第６期

納め忘れていませんか
町・県民税　　　第３期
国民健康保険税　第５期

10月の
税　金

24年

前年対比

34

ー29

　0

±0

48

ー35

335

ー20

　0

ー2

439

ー11

8月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発生件数

8月中 8月中 8月中

負傷者数死者数区分

町の人口

24年

23年

22年

人　口 男 女 世帯数

9月末現在

43,713

42,891

42,491

21,579

21,162

21,060

22,134

21,729

21,431

17,730

17,235

17,008
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

11月の行事予定表11月の行事予定表

婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 絵本・紙芝居をみよう
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 芋ほり※要予約
婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします

第40回粕屋町文化祭 9:00～17:00 サンレイクかすや 
     
健康相談 9:00～12:00 健康センター 
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 ねっこぼっこさんによるお話し会
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 2階防災会議室
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 ごっこ遊び
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 散歩
10か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成24年1月生まれの児
かすや子どもの日・わっしょいフェスタ 10:00～15:30 サンレイクかすや 
がん総合検診、被扶養者特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
がん総合検診、被扶養者特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 運動遊び
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 前日までに予約してください
赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 自然を使って遊ぼう
子育て支援イベント 10:30～　　　 大川保育園 お店屋さんごっこ品物づくり
4か月児健診 13:20～13:50 健康センター 平成24年7月生まれの児
子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 和太鼓披露・手作り玩具
3歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成21年10月生まれの児
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 
2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成22年7月生まれの児
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 11月のお誕生会
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 2階防災会議室
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 粘土遊び
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 お店屋さんごっこ
1歳6か月児健診 12:50～13:50 健康センター 平成23年4月生まれの児
平成24年度第2回体力テスト 9:30～12:00 粕屋西小学校 
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
4か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成24年7月生まれの児
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 10・11月のお誕生会

1　(木)
 
 
2　(金)
3　(土)
4　(日)

5　(月)

6　(火)
 

7　(水)
 

8　(木)

 
  

10　(土)
12　(月)
13　(火)

14　(水)
 
 
 

15　(木)
 
 

16　(金)
 

20　(火)
 

21　(水)
 
 

22　(木)

 
 

 25　(日)

28　(水)
 
29　(木)

日曜がん総合検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
健康相談 9:00～12:00 健康センター 
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児

12月上旬の行事予定表12月上旬の行事予定表

2　(日)

3　(月)
 
 

印刷/Ｓ＆Ｍトラスト㈱


